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2�23年ֶ会・ू会一ཡ

The List of Presentations in 2023

ʲ記ʳෳ数発表者の表記について
　　　１．発表の記ࡌ通り，先಄から５名までを表記
　　　２．院外者名だけで５名になる場合は，et al（当院発表者名），΄か（当院発表者名）と明記
　　　３．グループ名があれ明記

ՊʢফԽثʣ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 Furukawa Masayuki, 
Ueno Makoto, 
Sakai Daisuke,
Ouchi Kota,
Hamamoto Yasuo, et al.
（Shioji Kazuhiko）

A multicenter, single-arm, phase II 
study of nivolumab in patients with 
biliary tract cancer with a PD-L1
combined positiYe score � 1.

ASCO Gastrointestinal 
Cancer Symposium

2�23.
1.1�-21

San 
Francisco, 
CA， USA

2 今Ҫܘ，ງ　ѥऱ，
ܓ　٢，高ڮ史，
Ԙ࿏和，΄か

స移性؊؞に対するラδオ波মऊ
療๏の治療成

第１回日ຊアブレー
ション研ڀ会

2�23.
2.�
౦ ژ 

3 今Ҫܘ，Ԙ࿏和，
খྛ正明

໔ӸチΣッΫϙイント્害薬によ
るirAE؊障害の検討

第1��回日ຊ消化ث
病ֶ会総会

2�23.
�.�
長 ࡚ ࢢ ϫ ー Ϋ

ショップ
� 今Ҫܘ，ງ　ѥऱ，
ܓ　٢，高ڮ史，
Ԙ࿏和，΄か

当院における؊؞治療の実際 ʵ
ABC Conversionのݧܦを踏まえて
ʵ

؊ ؞ のReal Worldを
考える会 2�23 in下ӽ

2�23.
�.1�

新 潟 ࢢ

� Ԙ࿏和 当院におけるルタテラ੩の治療
ݧܦ

ਆܦ内分ൻजᙾ Web 
Seminar ʙ新ن治療
をどのように活かす
かʙ

2�23.
�.21

新 潟 ࢢ

� খྛ正明，ງ　ѥऱ，
ܓ　٢，高ڮ史，
今Ҫܘ，΄か

高悪性度除ە後早期ң؞のྟ床病
理ֶ的特徴

第１回ϐϩリӄ性時
のң؞に関する研
会ڀ

2�23.
�.2�

౦ ژ 

� ງ　ѥऱ，Ԙ࿏和，
ܓ　٢，୮Ӌ༎ี，
高ڮ史，΄か

IgG�関連࣬患におけるஅ・治療
困難例に対する取り組み　EUS-
FNAが有　用であった自己໔Ӹ性
ᢄԌの２例

第�2回日ຊ消化ث病
ֶ会ߕ৴ӽ支部例会

2�23.
�.3
新 潟 ࢢ

� 今Ҫܘ，ງ　ѥऱ，
ܓ　٢，高ڮ史，
Ԙ࿏和，΄か

当院における؊ࡉ๔؞療の現状
と課題

第�2回日ຊ消化ث病
ֶ会ߕ৴ӽ支部例会

2�23.
�.�
新 潟 ࢢ ϫ ー Ϋ

ショップ

� Ԙ࿏和，ງ　ѥऱ，
ܓ　٢，୮Ӌ༎ี，
高ڮ史，΄か

ステント入に対しTornus ES
が有用であった２例

第�2回日ຊ消化ث病
ֶ会ߕ৴ӽ支部例会

2�23.
�.�
新 潟 ࢢ

1� 高ڮ史，খྛ正明，
ງ　ѥऱ，ܓ　٢，
今Ҫܘ，΄か

์ࣹઢ性Ԍによる出血にア
ルΰンプラズマ（APC）ݻڽ๏と
ϐュアスタットの併用がஶ効した
４例

第��回日ຊ消化ث内
視ֶڸ会ߕ৴ӽ支部
例会

2�23.
�.�
新 潟 ࢢ

11 খྛ正明，高ڮ史，
今Ҫܘ，Ԙ࿏和，
ᬒ　ݰ

除ە長期ܦա後に発見されたң؞
の背景೪ບの検討

第2�回日ຊϔリコバ
Ϋターֶ会ֶ術ू会

2�23.
�.3�

౦ ژ  シンϙδ
ウム

12 Ԙ࿏和，ງ　ѥऱ，
ܓ　٢，୮Ӌ༎ี，
高ڮ史，΄か

ᢄ؞長期生存例の検討 第��回日ຊᢄଁֶ会
大会

2�23.
�.22

 Ԭ ࢢ



�4 新潟がんセンター病医ࢽ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

13 今Ҫܘ，ੴ　ୡ，
ฏԬ　३，多ాढ़史，
ാ中　݈，΄か

切除不能؊ࡉ๔؞に対するアテκ
リズマブʗベバシズマブ併用療๏
後のConversion therapy移行症例の
検討

第��回日ຊ؊؞研ڀ
会

2�23.
�.2�

大 ࡕ ࢢ

1� Ԙ࿏和，ງ　ѥऱ，
ܓ　٢，୮Ӌ༎ี，
高ڮ史，΄か

ेೋ指ステントཹ置例における
ಓドレナーδの現状

第��回日ຊಓֶ会
ֶ術ू会

2�23.
�.1�

ࡳ ຈ ࢢ

1� Ԙ࿏和，ງ　ѥऱ，
ܓ　٢，୮Ӌ༎ี，
高ڮ史，΄か

ᢄҹ環ࡉ๔؞の1例 第��回日ຊ消化ث画
૾அ研ڀ会

2�23.
�.1�

౦ ژ 

1� 今Ҫܘ，Ԙ࿏和，
খྛ正明

໔ӸチΣッΫϙイント્害薬に起
因する؊障害のྟ床ֶ的検討

第��回日ຊ消化ث病
ֶ会大会

2�23.
11.2

ਆ ށ ࢢ ϫ ー Ϋ
ショップ

1� Ԙ࿏和 当院におけるᢄ・消化ਆܦ内分
ൻजᙾの治療ݧܦ

ᢄ・消化ਆܦ内分
ൻजᙾ Meet the expert
WEB 講演会 in 新潟

2�23.
11.1�

新 潟 ࢢ

1� 高ڮ史，Ԙ࿏和，
ງ　ѥऱ，ܓ　٢，
今Ҫܘ，΄か

ᢄステントཹ置が効したᢄ
出血（hemosuccus Pancreaticus）の
一例

第��回日ຊ消化ث内
視ֶڸ会ߕ৴ӽ支部
例会

2�23.
11.2�

新 潟 ࢢ

1� ܓ　٢，ງ　ѥऱ，
高ڮ史，今Ҫܘ，
Ԙ࿏和，΄か

繰り返すԌ・؊ᙾの原因と
なった؊内結ੴに対しHGS
ルートよりಓڸ下にి気ਫѹࣜ
結ੴഁࡅ術（EHL）を行った一例

第��回日ຊ消化ث内
視ֶڸ会ߕ৴ӽ支部
例会

2�23.
11.2�

新 潟 ࢢ

2� খྛ正明 H. pyloriӄ性時のң؞内視ڸ
அ　除ە後ң؞を中心に

第��回日ຊ消化ث病
ֶ会ߕ৴ӽ支部ڭҭ
講演会

2�23.
11.2�

新 潟 ࢢ

21 今Ҫܘ，ງ　ѥऱ，
ܓ　٢，高ڮ史，
Ԙ࿏和，΄か

当院におけるస移性؊؞に対する
ラδオ波মऊ療๏のྟ床的検討

第�3回日ຊ消化ث病
ֶ会ߕ৴ӽ支部例会

2�23.
11.2�

新 潟 ࢢ ϫ ー Ϋ
ショップ

Պʢثٵݺʣ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 Ӝ　理ࡾ ඇখࡉ๔ഏ؞ 第2�回日ຊྟ床जᙾ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
3.1�-1�

 Ԭ ࢢ ҭ講演ڭ
ハイブリッド
開催

2 Ӝ　理ࡾ Presidential session PS 1-3 Discussant 第2�回日ຊྟ床जᙾ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
3.1�-1�

 Ԭ ࢢ ハイブリッド
開催

3 Ӝ　理ࡾ irAE心ےԌのマωδメント 第2�回日ຊྟ床जᙾ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
3.1�-1�

 Ԭ ࢢ イブニングセ
ミナー
ハイブリッド
開催

� Ӝ　理ࡾ EGFRҨ子変ҟの多༷性に立ち
向かう

第2�回日ຊྟ床जᙾ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
3.1�-1�

 Ԭ ࢢ モーニング
セミナー
ハイブリッド
開催

� Ӝ　理ࡾ Judicious Immunotherapyの実践 第2�回日ຊྟ床जᙾ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
3.1�-1�

 Ԭ ࢢ ランチョンセ
ミナー
ハイブリッド
開催

� Ӝ　理ࡾ PAP　ٖ治ݧϫーΫショップ　
ファシリテーター

第2�回日ຊྟ床जᙾ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
3.1�-1�

 Ԭ ࢢ ハイブリッド
開催

� Ӝ　理ࡾ ໔Ӹマωδメントセミナー　irAE
֓

第2�回日ຊྟ床जᙾ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
3.1�-1�

 Ԭ ࢢ ハイブリッド
開催

� Furuya Naoki,
Taniguchi Yuri,
Shimokawa Tsuneo,
Takiguchi Yuichi,
Misumi Toshihiro, et al.
（Koyama Kenichi）
（TORG）

A randomized Phase II/ III trial 
of nivolumab versus nivolumab 
+ docetaxel for previously treated 
advanced or recurrent non-small-cell 
lung cancer: TORG1�3�

第2�回日ຊྟ床जᙾ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
3.1�-1�

 Ԭ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催
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ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

� Ӝ　理ࡾ զがࠃॳのインターグループ特定
ྟ床研ڀ・ACHILLESݧࢼからֶ
んだこと

第�3回日ຊֶثٵݺ
会ֶ術講演会

2�23.
�.2�-3�

౦ ژ  ए手シンϙ
δウム
ハイブリッド
開催

1� ాஐ視，ࣉԬढ़ี，
大由子，ণ，
ೋوٶ一࿕，΄か
（Ӝ　理ࡾ）

サブグループ解ੳはྟ床を変えう
るのか? ʙ ഏֶ؞会サブグループ
解ੳ検討委員会報告ʙ

第�3回日ຊֶثٵݺ
会ֶ術講演会

2�23.
�.2�-3�

౦ ژ  特別報告
ハイブリッド
開催

11 ，་，関୩༑थ　ןึ
ླ　ྒྷ，় 野ߒ，
ຟాঘ明，΄か
（খݐࢁ一，ࡾӜ　理，
ా中༸史）

ഏથ؞においてTTF-1はPD-L1発現
を༠導しजᙾ໔Ӹを抑制する

第�3回日ຊֶثٵݺ
会ֶ術講演会

2�23.
�.2�-3�

౦ ژ  演ޱ
ハイブリッド
開催

12 খݐࢁ一，ాࢁ明，
後౻߁༸，ଜӳ，
一，΄かߒ　ື

化ֶ์ࣹઢ療๏不適応のᶙ期ඇখ
患者における์ࣹઢ୯ಠ؞๔ഏࡉ
療๏後のデュルバルマブ༩によ
るྟ床評価第ᶘ૬ݧࢼ（SPIRAL-
RT Study）

第�3回日ຊֶثٵݺ
会ֶ術講演会

2�23.
�.2�-3�

౦ ژ  演ޱ
ハイブリッド
開催

13 ᬒथ，അ場ॱ子，
ֿ原大ق，খݐࢁ一，
Ӝ　理，΄かࡾ

当院におけるඇখࡉ๔ഏ؞術後補
助化ֶ療๏の現状

第�1回日ຊֶثٵݺ
会方会

2�23.
�.2�

web開催 演ޱ

1� Ӝ　理ࡾ ඇখࡉ๔ഏ؞実施ྟ床におけるෳ
合໔Ӹ療๏のトリセπ

第�1回日ຊֶثٵݺ
会方会

2�23.
�.2�

web開催 アフタψー
ンセミナー

1� 5obinson &Oifford *rant�
Xing Ligang,
Tanaka Hiroshi,
Fujiwara Yutaka,
Zenke Yoshitaka,et al

Phase 3 study of durvalumab with 
SBRT for unresected stage I/II, lymph-
node negative NSCLC（PACIFIC-�/
RTOG3�1�）.

2�23 ASCO Annual 
Meeting

2�23.
�.2-�

Chicago, 
I L ,  U S A

ハイブリッド
開催

1� Kanda Shintaro,
Niho Seiji,
Kurata Takayasu,
Nomura Shogo,
Kawashima Yosuke, et al.
（Tanaka Hiroshi）
（JCOG）

A phase III study comparing EGFR 
tyrosine kinase inhibitor（EGFR-
TKI）monotherapy and EGFR-TKI 
with inserted cisplatin（CDDP）
plus pemetrexed（PEM）as a first-
line treatment in patients（pts）with 
advanced non-squamous non–small-
ce l l  lung cancer（NSqNSCLC）
harboring EGFR activating mutation
（EGFR-NSqNSCLC）: JCOG1���/

WJOG�21�L, AGAIN study.

2�23 ASCO Annual 
Meeting

2�23.
�.2-�

Chicago, 
I L ,  U S A

ハイブリッド
開催

1� ，थӜ　理，ᬒࡾ
അ場ॱ子，ֿ 原大ق，
খݐࢁ一，΄か

がんと॥環ث療に関するアン
ケート調ࠪ
ʙ໔ӸチΣッΫϙイント્害薬関
連心ےԌとその対策に関する認知
度解ੳ結果ʙ

第��回新潟ഏ؞研ڀ
会総会

2�23.
�.2�

web開催 演ޱ

1� 中୩ګฏ，ᬒथ，
，Ӝ　理，അ場ॱ子ࡾ
ֿ原大ق，΄か

高齢MET exon1� skipping変ҟ陽
性ඇখࡉ๔ഏ؞症例にテϙチニブ
を導入した１例

第�2回日ຊֶثٵݺ
会方会

2�23.
1�.1�-1�

 ࢁ ࢢ 演ޱ

1� ా中༸史 体によるजᙾඍখ環境߅ VEGF ߅
整備ʙഏ؞໔Ӹ療๏におけるϙテ
ンシャルʙ

第�2回日ຊֶثٵݺ
会方会

2�23.
1�.1�-1�

 ࢁ ࢢ ランチョン
セミナー

2� Nakahara Yoshiro, 
Kato Terufumi, 
Isomura Reiko, 
Misumi Toshihiro,
Tamiya Motohiro, et al.
（Koyama Kenichi）

OSIRAM-1: A multicenter, open 
label, randomized phase II study 
of osimertinib plus ramucirumab 
versus osimertinib alone as initial 
chemotherapy for EGFR mutation-
positive non-squamous non-small cell 
lung cancer（TORG1�33）

ESMO congress 2�23 2�23.
1�.2�-2�

Madrid 演ޱ
ハイブリッド
開催



�� 新潟がんセンター病医ࢽ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

21 Miura Satoru,
Tanaka Hiroshi,
Misumi Toshihiro,
Fukuhara Tatsuro,
Saito Yuki, et al. 
（TORG）

Afatinib versus chemotherapy for 
t reatment-naïve  non-smal l  ce l l 
lung  cancer  wi th  a  sens i t iz ing 
uncommon epidermal growth factor 
receptor mutation: a phase III study
（ACHILLES/TORG1�3�）

ESMO congress 2�23 2�23.
1�.2�-2�

Madrid 演ޱ
ハイブリッド
開催

22 খݐࢁ一，ᬒथ，
ֿ原大ق，അ場ॱ子，
Ӝ　理，΄かࡾ

当院の術後ݻめ療๏の現状 第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催

23 ，߂٢Ԭ，Ӝ　理ࡾ
ยԬ༞و，ా ，基༟ٶ
保ण，΄かٱ

ABCP療๏の多施設લ向き観察研
における末ধ新k障害に関すڀ
るPRO研ڀ

第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催

2� Ӝ　理ࡾ EGFRҨ子変ҟ陽性ഏ؞におけ
る໔Ӹෳ合療๏の可能性ʙྟ床ࢼ
をඥ解くʙݧ

第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ ランチョンセ
ミナー
ハイブリッド
開催

2� Ӝ　理ࡾ ഏ؞療Ψイドラインのॾ問題を
ྟ床的・統計的観点から切りࠐむ
　サブグループ解ੳアルΰリズム

第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催

2� ٢Ԭ߂，ࡾӜ　理，
，角ढ़༟，ాๅ保ࡾ
時任高ষ（TORG）

ະ治療Uncommon EGFRҨ子変
ҟ陽性NSCLCへのアファチニブと
プラチナ併用のランダム化第III૬
（�ACHILLES/TORG1�3）ݧࢼ

第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催

2� Ԭ࠸，今Ҫٱ༤，
ԕ౻正ߒ，Ҫ　૱，
ԣ内　ߒ，΄か
（Ӝ　理ࡾ）

ॳ回オシメルチニブ治療によるഏ
ଁԌ後のEGFR-TKI ࠶༩の実ଶ

第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催

2� ാ中Ղಸ子，野和ඒ，
ԣஐ೭，ా 中༸史，
子，΄かلҪݩ

進行ඇፏฏ上ൽඇখࡉ๔ഏ؞にお
けるバイオマーカー検ࠪ用検体の
जᙾࡉ๔割合評価：ASTRALݧࢼ

第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催

2� 　խल，୮ᖒ　，
మຊ܇史，ా 中༸史，
部　૱，΄か

RWDからNecitumumabによる低Mg
血症を考察する：多施設共同後方
視的観察（NINJA Study）からの提
言

第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ ϙスター
ハイブリッド
開催

Պʢ݂ӷɼԽֶྍ๏ʣ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ੴࠇ࿕ 多発性ࠎजの治療ઓུ ʵサーΫ
リサレδメンの使いどこΖʵ

がんセンターMMカン
ファレンス

2�23.
2.1�

web開催

2 ੴࠇ࿕ DLd療๏によりࠎ症状が速やかに
վળし長期効が得られたNDMM
症例

多発性ࠎजの
治療を考えるCase 
Conference in ਆಸ
৴ӽߕ

2�23.
�.�

web開催

3 窓ؠਗ਼治，内ࢁढ़正，
関　ٛ৴*

，形がんにうDICの病ଶとஅݻ
治療ઓུ

第��回日ຊ血ખ止血
ֶ会ֶ術ू会会長企
画シンϙδウム

2�23.
�.1�

भࢢ シンϙδウム

� 関　ٛ৴*，上ଜ　ॣ，
長୩߶

அ可能時の１カ݄લからઢ༹
ဏ進DICを発症していたॳ発APL
ʵஅにۤ慮した症例からʵ

第��回日ຊ血ખ止血
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
�.1�

भࢢ 演発表ޱ

� Shima Midori, 
Suzuki Nobuyuki, 
Nishikii Hidekazu, 
Amano Ksgehiro,
Ogawa Yoshiyuki, et al.
（Seki Yoshinobu*）

Fina l  Ana lys i s  Resu l t s  f rom a 
Phase I i i  Study of Emicizumab
Prophylaxis for Acquired Hemophilia 
A（AGEHA）

International Society 
on Thrombosis and 
Hemostasis 2�23

2�23.
�.2�

Montréal, 
Canada

oral 
session

� ੴࠇ࿕ サーΫリサ４レδメンの使いどこ
Ζٴびある身体理から生した
コミュニケーションスキルのコπ

サϊフィMMカンファ
レンス

2�23.
�.2�

౦ ژ  ハイブリッド
開催



第 �3 �第１߸（2�2　ר 年２݄） ��

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

� 関　ٛ৴* 変化しΏく血༑病A治療の多༷性
とrFVIII-single chainへの期

AFSTYLA Web Seminar 2�23.
�.3�

Web開催

� 関　ٛ৴* 血ખ止血࣬患のトϐッΫス 第��回新潟血ӷ同
会

2�23.
�.21

新 潟 ࢢ ҭ講演ڭ

� 関　ٛ৴* 形がんのDICஅに推されるݻ
検ࠪはԿかʁ

第2�回日ຊ検ࠪ血ӷ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
�.2�

名ݹࢢ シンϙδウム

1� 関　ٛ৴，࡚　ོ,
,和ඒ，ా中༸史ࢢ
ਗ਼࡚ߒ一，΄か

গ࣬患ྖҬのԕִカンファランر
スシステムをར用したҬ連携活
性化のࢼみʵ第１報ʵ

第�1回全ࠃ自治体病
院ֶ会 in ւಓ

2�23.
�.1
ࡳ ຈ ࢢ ϙスター

発表

11 ੴࠇ࿕ IsaPd療๏からIsa+d療๏に切りସ
えた一例

多発性ࠎजUPDATE 
meeting@ZOOM

2�23.
�.13

web開催

12 関　ٛ৴*，上ଜ　ॣ,
長୩߶

જ在性急性લࠎٿ性ന血病は
DICを発症する

第��回日ຊ血ӷֶ会
ֶ術ू会

2�23.
1�.13

౦ ژ  演発表ޱ

13 関　ٛ৴* APTT延長を見ಀすなʂ PLUS CHUGAI 2�23.
1�.2�

Web開催

1� ੴࠇ࿕ 多発性ࠎज療の現状 Chugai Hematological 
seminar

2�23.
1�.2�

web開催

1� 関　ٛ৴* DIC 第11回日ຊ血ખ止血
ֶ会ڭҭセミナー

2�23.
11.11-12

大 ࡕ ࢢ ҭ講演ڭ

1� 関　ٛ৴ 急医が知っておくべきAPTT延ٹ
長をう出血性࣬患

第�1回日ຊٹ急医ֶ
界ֶ術ू会

2�23.
11.2�

౦ ژ  ランチョン
セミナー

1� 関　ٛ৴* 今さら聞けない後ఱ性血༑病Aの
அ・検ࠪ・治療

後ఱ性血༑病A web
セミナー

2�23.
11.3�

Web開催

1� 関　ٛ৴* 見ಀしていませんかその出血ʁ 出
血症状とAPTT延長を見たら

JBオンラインセミナー 2�23.
12.1�

Web開催

1� 関　ٛ৴* ܰ症・中等症血༑病患者療にજ
むϐットフΥール

血༑病アンメット関
અセミナー

2�23.
12.21

Web開催

Պʢजᙾ॥ثʣ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 大༟ೋ 多職種で࢝めるOnco-cardiologyの
ABC

会津医ֶ会ֶ術講演
会

2�23.
1.23

Web開催

2 大༟ೋ，٠　࿕,
ాܓ一，ాࡔӳ子,
৴ত，΄か౻ࠤ

アントラサイΫリン心不全の早期
発見のためのҬ連携の確立に向
けた研ڀ

第11回新潟ࢢ医師会
Ҭ医療研ڀ助成発
表会

2�23.
1.2�

Web開催

3 大༟ೋ 多職種で࢝めるOnco-cardiologyの
ABC

第22回中ӽ
CARDIOLOGY

2�23.
2.1�

Web開催

� 大༟ೋ がん患者の心ࡉ動とݻڽ߅療๏ 血ખトータルケアシ߅
アター

2�23.
2.1�

Web開催

� 大༟ೋ チームで࢝めるOnco-cardiologyの
ABC

जᙾ॥環ث WEB 
Seminar

2�23.
2.2�

Web開催

� 大༟ೋ チームで࢝めるOnco-cardiologyの
ABC

血ખ療๏ WEB セ߅
ミナー

2�23.
3.2�

Web開催

� 大༟ೋ Onco-cardiologyのABC ॥環࣬ث患セミナー
in KANETSU

2�23.
�.1�

Web開催

� 大༟ೋ Ҭで取り組むOnco-cardiologyの
ABC

O n c o - C a r d i o l o g y 
Seminar in MIYAGI

2�23.
�.23

Web開催

� 大༟ೋ チームで取り組むOnco-cardiology
のABC

ౡࠜजᙾ॥環࣬ث患
講演会

2�23.
�.22

Web開催

1� 大༟ೋ Cancer VTE Guideline アップデート New Era Summit 2�23.
�.�

Web開催

11 大༟ೋ Onco-cardiologyΨイドラインupdate VTE対策会ٞ 2�23.
�.�

Web開催

12 大༟ೋ जᙾ॥環ྖثҬについて Cancer 
VTEのABC

第２回血ӷݻڽを考
える会

2�23.
�.�

Web開催

13 大༟ೋ，ദଜ　݈,
ඌ࡚和，ాܓ一,
٢ా　߶，΄か

アントラサイΫリン治療に関する
॥環ث医へのアンケート調ࠪ

第̒回日ຊजᙾ॥環
会ֶ術ू会ֶث

2�23.
1�.1

ਆ ށ ࢢ

ˎ発表者のॴଐ名が当院以外のもの



�� 新潟がんセンター病医ࢽ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1� 大༟ೋ Cancer VTE Ψイドラインアップ
デートとわがࠃのྟ床研ڀからの
ֶび

第̒回日ຊजᙾ॥環
会ֶ術ू会ֶث

2�23.
1�.1

ਆ ށ ࢢ

1� 大༟ೋ，ദଜ　݈,
ඌ࡚和，ాܓ一,
٢ా　߶，΄か

がんŋ॥環ث病対策基ຊ計画࢝
動ʂۓ急全県アンケート結果報告

第3回 新潟जᙾ॥環
協ٞ会講演会ث

2�23.
1�.1

新 潟 ࢢ ハイブリッド
開催

1� 大༟ೋ がん関連血ખ症 Up to Date Meet the Global 
Cardio-Oncology 
Expert Seminar 2�23
in Tokyo 

2�23.
1�.�

౦ ژ  ハイブリッド
開催

1� 大༟ೋ がんと॥環࣬ث患ʙがん関連血ખ
症に対する療連携の必要性ʙ

がんのトータルケア
を考える

2�23.
1�.23

Web開催

1� 大༟ೋ，ेޒཛྷຑ由子，
ਆྛஐण子，ۚ 子࢘ߞ，
৴ত౻ࠤ

जᙾ॥環ث医と考えるೕがん患者
へのmultidisciplinary support

第1�回日ຊೕֶ؞会
関౦方会

2�23.
12.2

大 ٶ ࢢ

؇έΞՊ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 中ౡਅ人 当院における؇和ケアの提供体制 令和４年Ҭ医療連
携講演会

2�23.
3.2

オンライン
開催

2 ຊ間ӳ೭ らしの中にある؇和ケアʵ現状
とະདྷ展望ʵ らしの場にある؇
和ケア 病院で؇和ケアを担う医師
の視点から

第５回日ຊ在医療
連合ֶ会大会

2�23.
�.2�-2�

新 潟 ࢢ ハイブリッド
開催

3 太ాٱ，中༟子，
，ھ　ባඒ，ଜࡾ
大ୌߞฏ，΄か

当院؇和ケア病棟におけるᅞ下機
能評価・ᅞ下リハビリհ入の現状
について

第2�回日ຊ؇和医療
ֶ会ֶ術大会

2�23.
�.3�

ਆ ށ ࢢ ハイブリッド
開催

Պ֎ثٵݺ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ా中　ത，Ԭా　ӳ，
੨　正

ӈB3 సҐ気支をうӈ上༿ഏ
の１例؞

第1��回日ຊഏֶ؞
会関౦支部ֶ術ू会

2�23.
3.11

౦ ژ  ハイブリッド
開催

2 ాᖒউ，Ԭా　ӳ，
੨　正

に対す؞นਁ५をう原発性ഏڳ
るڸߢڳ下ഏ切除術

第2�回新潟心ଁ血
ഏ手術手ٕ研ڀ会

2�23.
�.2�

新 潟 ࢢ

3 ాᖒউ，Ԭా　ӳ，
੨　正，ాߒজ

HER2 Ҩ子変ҟ陽性ഏથ؞の切
除例

第1��回日ຊഏֶ؞
会関౦関౦支部ֶ術
ू会

2�23.
�.�
౦ ژ 

� ా中ത，Ԭా　ӳ，
੨　正

に対するラδオ波মऊの際の؞؊
人ڳਫ๏による医原性ഏ合併症
について

第��回日ຊثٵݺ外
Պֶ会ֶ術ू会

2�23.
�.13-1�

新 潟 ࢢ ϙスター

� ాᖒউ，Ԭా　ӳ，
੨　正，ాߒজ

当Պにおける計画的྆側同時ഏ؞
手術例の検討

第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ

� Ԭా　ӳ，ా ᖒউ，
੨　正

第１ࠎをؚむڳน合併切除
が必要な原発性ഏ؞に対する
Transmanubrial approachをར用した
下ഏ切除ڸߢڳ

第��回日ຊഏֶ؞会
ֶ術ू会

2�23.
11.2-�

千 ༿ ࢢ

� ాᖒউ，Ԭా　ӳ，
੨　正

当院における原発性ഏ؞に対する
視下۠Ҭ切除術ڸ全

第11回新潟県ثٵݺ
外Պ手術手ٕ研ڀ会

2�23.
11.1�

長 Ԭ ࢢ

� ాᖒউ，Ԭా　ӳ，
੨　正，ాߒজ

気支થज/ઢ毛性೪ӷ結અ性ࡉ
ೕ಄状जᙾ（bronchiolar adenoma/
ciliated muconodular papillary tumor, 
BA/CMPT）の切除例

第1��回日ຊഏֶ؞
会関౦関౦支部ֶ術
ू会

2�23.
12.2

౦ ژ 



第 �3 �第１߸（2�2　ר 年２݄） ��

ফԽث֎Պʢ৯ಓʣ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ൪場生 ダビンチによるϩボット支援下৯
ಓがん手術の導入

第３回院内講演会 2�23.
1.31

オンライン
開催

演ޱ

2 ൪場生 ৯ಓ؞に対するNivolumabの実ྟ
床における治療成

അ・新潟৯܈・ۄ࡛
ಓがん໔Ӹ療๏セミ
ナー

2�23.
3.2
新 潟 ࢢ 演ޱ

3 ൪場生，中　ޛ，
ञҪ　߶，။ᖒխथ，
দ　३，΄か

進行৯ಓ؞に対する術લDCF療๏
およびCF療๏におけるリンパઅస
移ॖখ率と予後の関連

第123回日ຊ外Պֶ
会定期ֶ術ू会

2�23.
�.2�-2�

౦ ژ  演ޱ
ハイブリッド
開催

� দా　་，内༟，
加౻　݈，ொాཾ೭հ，
か΄，ګࠤ௶
（൪場生）

術લ治療を施行したہॴ進行৯ಓ
合併切除の意ٛʕڳに対する؞
JCOG11�� ෭次的解ੳʕ

第123回日ຊ外Պֶ
会定期ֶ術ू会

2�23.
�.2�-2�

౦ ژ  演ޱ
ハイブリッド
開催

� ൪場生，加౻　݈，
大，ҏ౻๕ل，
ֿ原史，΄か

Postoperative recurrence in cStage 
I esophageal cancer using data from 
JCOG���2

第��回日ຊ৯ಓֶ会
ֶ術ू会

2�23.
�.2�-3�

大 ࡕ ࢢ シンϙδウム

� ，൪場生，　ࢢ
फԬ༔հ，加ೲ陽հ，
ӓҪ࢘ݡ，΄か
（中ޛ）

௵ᙾᚄࠟは৯ಓ؞術後における৯
ಓң合部๓合不全のݥة因子
である

第��回日ຊ৯ಓֶ会
ֶ術ू会

2�23.
�.2�-3�

大 ࡕ ࢢ ϙスター

� फԬ༔հ，ࢢ　，
൪場生，ञҪ　߶，
ӓҪ࢘ݡ，΄か
（中ޛ）

術લDCF療๏後の৯ಓ切除例にお
ける࠶発予後因子ʙ取ѻいن第
12൛での検討ʙ

第��回日ຊ৯ಓֶ会
ֶ術ू会

2�23.
�.2�-3�

大 ࡕ ࢢ 演ޱ

� ൪場生，中　ޛ，
ञҪ　߶，။ᖒխथ，
দ　३，΄か

下৯ಓ切除術における中下ڸߢڳ
ॎֲִਗ਼　解ֶ的な困難例にも
対応したֲਗ਼手ٕ

第��回日ຊ消化ث外
Պֶ会総会

2�23.
�.12-1�

വ ؗ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催

� ，൪場生，　ࢢ
फԬ༔հ，加ೲ陽հ，
ฏ，΄かӜࡾ
（中ޛ）

術લDCF療๏後৯ಓ؞患者におけ
る৯ಓ؞取ѻいن12൛pStageの
術後࠶発予後因子としての有用性
の検討

第��回日ຊ消化ث外
Պֶ会総会

2�23.
�.12-1�

വ ؗ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催

1� ൪場生 消化ث外Պ医による৯ಓ؞のूֶ
的治療　ϖムブϩリズマブをどう
活かすか

Esophageal Cancer 
Seminar in 中日ຊ

2�23.
�.2�

Web開催 演ޱ

11 ੨ਅ ෲڸߢ下ң切除術　ビデオΫリニッ
Ϋ

第��回関౦ෲڸߢ下
ң切除研ڀ会

2�23.
1�.1�

౦ ژ 

12 ൪場生，။ᖒխथ，
ᤵ࡚　༟，中　ޛ

進行ң؞に対するෲڸߢ下༓側
ң切除　当Պの取り組み

第３回新潟消化・
ೕથ外Պ研ڀ会

2�23.
1�.2�

新 潟 ࢢ 演ޱ

13 ，ฏҪ基，　ࢢ
൪場生，फԬ༔հ，
加ೲ陽հ，΄か
（中ޛ）

術લ治療を施行された৯ಓፏฏ
上ൽ؞患者におけるControlling 
Nutritional Status（CONUT）スコア
の予後因子としての意ٛ

第21回消化ث外Պֶ
会大会

2�23.
11.2-�

ਆ ށ ࢢ ϙスター
ハイブリッド
開催

1� फԬ༔հ，ࢢ　，
൪場生，ञҪ　߶，
ӓҪ࢘ݡ，΄か
（中ޛ）

術લDCF療๏後の৯ಓ切除例にお
ける原発のजᙾҨ形ࣜに関す
る検討

第21回消化ث外Պֶ
会大会

2�23.
11.2-�

ਆ ށ ࢢ ϙスター
ハイブリッド
開催

1� ൪場生，中　ޛ，
੨　ਅ，။ᖒխथ，
ా進太，΄か

ϩボット支援下৯ಓ切除術導入期
の上ॎֲִਗ਼と術後反回ਆܦຑᙺ
の検討

第3�回日ຊ内視ڸ外
Պֶ会総会

2�23.
12.�-�

ԣ  ࢢ 演ޱ

1� ੨　ਅ，൪場生，
中　ޛ，။ᖒխथ，
ా進太，΄か

当院における৯ಓ؞手術時のෲߢ
術の短期成ݐ࠶補助下ңڸ

第3�回日ຊ内視ڸ外
Պֶ会総会

2�23.
12.�-�

ԣ  ࢢ 演ޱ

1� ൪場生，中　ޛ，
੨　ਅ，ా進太，
။ᖒխथ，΄か

進行৯ಓ؞に対する術લDCF療๏
の施行回数に関する検討

第2��回新潟外Պू
ஊ会

2�23.
12.�

新 潟 ࢢ 演ޱ



�� 新潟がんセンター病医ࢽ

ফԽث֎Պʢңʣ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 Hayashi Tsutomu，
Mizusawa Junki，
Hashimoto Tadayoshi，
Fukagawa Takeo，
Makuuchi Rie， et al. 
（Yabusaki Hiroshi）

Survival results by the prospectively 
de te rmined  c l in ica l s tag ing  for 
locally advanced gastric cancer: 
An ancillarystudy of JCOG13�2A
（JCOG13�2A2）

ASCO-GI 2�23 2�23.
1.1�-21

San 
Francisco，
CA， USA

Poster 
Session A

2 Hosaka Hisashi，
Chin Keisho，
Kawabata Ryohei，
Muto Osamu，
Shindo Yoshiaki， et al. 
（Yabusaki Hiroshi）

Phase II trial evaluating the efficacy 
of capeOX in elderlypatients with 
advanced  gas t r i c  cancer  us ing 
geriatricassessment（TCOG GI-1��1）

ASCO-GI 2�23 2�23.
1.1�-21

San 
Francisco, 
CA， USA

Poster 
Session A

3 Ishigami Hironori，
Omori Takeshi，
Tsuji Yasushi，
Shinohara Hisashi，
Yabusaki Hiroshi ， et al.

Combined intraperitoneal and syste-
mic chemotherapy asadjuvant or 
perioperative chemotherapy for 
patients withtype � scirrhous gastric 
cancer: PHOENIX-GC2 trial

ASCO-GI 2�23 2�23.
1.1�-21

San 
Francisco, 
CA， USA

Trials in 
Progress 
Poster 
Session

� ။ᖒխथ ϩボット支援下ң切除の導入と今
後の展望

第３回院内講演会 2�23.
1.31

オンライン
開催

講演

� 　Ⴄদ，ྑฏ，
保ࡔঘ志，౻　理，
進౻٢明，΄か
（ᤵ࡚　༟）

高齢者స移進行ң؞に対する
CapeOX第2૬ݧࢼ（TCOG GI-1��1）
G�/MINI-COGを用いた୳ࡧ的解ੳ

第��回日ຊңֶ؞会
総会

2�23.
2.23-2�

ࡳ ຈ ࢢ パωルディ
スカッション

� ੴਆߒಙ，大　݈，
খࣉହ߂，ᤵ࡚　༟，
ਂ߶生，΄か

ෲບ種をうң؞に対するෲߢ
内化ֶ療๏効後ң切除

第��回日ຊңֶ؞会
総会

2�23.
2.23-2�

ࡳ ຈ ࢢ シンϙδウム

� 大　݈，ੴਆߒಙ，
௰　　༃，ࣰ 原　ঘ，
ᤵ࡚　༟，΄か

に対する術後/周術期補助؞ңܕ�
化ֶ療๏としての全身・ෲߢ内併
用化ֶ療๏を検ূする第III૬医師
ओ導治ݧ

第��回日ຊңֶ؞会
総会

2�23.
2.23-2�

ࡳ ຈ ࢢ パωルディ
スカッション

� ။ᖒխथ，൪場生，
দ　३，ᤵ࡚　༟，
中　ޛ，

ෲڸߢ下ң切除における大切
除，No. 1�vリンパઅֲਗ਼の手ٕ

第��回日ຊңֶ؞会
総会

2�23.
2.23-2�

ࡳ ຈ ࢢ ϙスター

� 加ೲ陽հ，ࢢ　，
။ᖒխथ，খྛ和明，
野成人，΄か

ң切除施行されたCY1P�症例にお
けるリンパઅֲਗ਼度と術後化ֶ療
๏のӨڹ

第��回日ຊңֶ؞会
総会

2�23.
2.23-2�

ࡳ ຈ ࢢ ϫーΫショッ
プ

1� ，加ೲ陽հ，　ࢢ
फԬ༔հ，ӓҪ݈࢘，
ੴ　，΄か
（။ᖒխथ）

CY1P1ң؞における化ֶ療๏後ඇ
治༊切除因子ӄస化に関連するҨ
子ҟ常の୳ࡧ

第��回日ຊңֶ؞会
総会

2�23.
2.23-2�

ࡳ ຈ ࢢ ϙスター

11 ။ᖒխथ，ᤵ࡚　༟，
দ　३，൪場生，
中　ޛ

ң؞治療の࠷新の動向と当Պの取
り組み

令和４年Ҭ医療連
携講演会

2�23.
3.2

オンライン
開催

講演

12 ౻　理，　Ⴄদ，
ྑฏ，保ࡔঘ志，
進౻٢明，΄か
（ᤵ࡚　༟）

高齢者機能評価をう高齢者切
除不能進行・࠶発ң؞に対する
CapeOX療๏の第ᶘ૬ݧࢼ（TCOG 
GI-1��1）

第2�回日ຊྟ床जᙾ
ֶ会ֶ術ू会

2�23.
3.1�-1�

 Ԭ ࢢ Mini Oral 
Session
ハイブリッド
開催

13 加ೲ陽հ，ࢢ　，
။ᖒխथ，খྛ和明，
野成人，΄か

ܥ؟に応じたCY1P�ң؞に対す
る化ֶ療๏先行治療の検討：ඇ�
のҧいܕ�とܕ

第123回日ຊ外Պֶ
会定期ֶ術ू会

2�23.
�.2�-2�

౦ ژ  ϫーΫショッ
プ
ハイブリッド
開催

1� ᤵ࡚　༟ ң؞薬療๏の࠷新動向とサイラ
ムザのҐ置付け

津ܰ消化ثがん講演
会

2�23.
�.1�

Web開催

1� ။ᖒխथ した術中トラブルݧܦ 第̔回環関౦dVGษ
強会

2�23.
�.2�

౦ ژ  演ޱ
ハイブリッド
開催

1� Sunakawa Yu，
Sakamoto Yasuhiro，
Kawabata Ryohei，
Ishiguro Atsushi，
Akamaru Yusuke， et al. 
（Yabusaki Hiroshi）

Survival analysis by tumor response 
of nivolumab treatment in previously 
treated advanced gastric cancer from 
the DELIVER trial（JACCRO GC-
��）

ASCO 2�23 2�23.
�.2-�

Chicago, IL
USA

Poster 
Session
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ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1� Aizawa Masaki, 
Yabusaki Hiroshi, 
Bamba Takeo, 
Matsuki Atsushi, 
Nakagawa Satoru

Part ia l  gast rectomy for  gast r ic 
submucosal tumors with emphasis on 
laparoscopic manipulation

International Gastric 
Cancer Congress

2�23.
�.1�-1�

ԣ  ࢢ 演ޱ

1� ᤵ࡚　༟ 当Պにおけるң؞療の実際 日ຊ医師会生֔ڭҭ
講࠲ ңがん化ֶ療
๏ֶ術講演会

2�23.
�.23

ࡳ ຈ ࢢ

1� ။ᖒխथ，ᤵ࡚　༟，
൪場生，高野可ෝ，
野上　ਔ，΄か

ң内アプϩーチ方による全ෲߢ
ңサーキュラー合と下৯ಓڸ
形成術

第��回日ຊ消化ث外
Պֶ会総会

2�23.
�.12-1�

വ ؗ ࢢ 演ޱ
ハイブリッド
開催

2� ਅฑ྄太，။ᖒխथ，
൪場生，野上　ਔ，
か΄，૱　ࢁؙ

視下手๓い々合によるڸ全
༓保存ң切除術のݐ࠶手ٕと短
期成

第��回日ຊ消化ث外
Պֶ会総会

2�23.
�.12-1�

വ ؗ ࢢ ϙスター
ハイブリッド
開催

21 ။ᖒխथ ң؞に対するニボルマブ併用一次
化ֶ療๏　ʙ当施設の成につい
てʙ

GC WEB Live 
Seminar

2�23.
�.2�

新 潟 ࢢ 講演
ハイブリッド
開催

22 ᤵ࡚　༟ ңがん薬療๏における࠷新の
題　ʵ自施設のྟ床ݧܦを踏まえ
てʵ

ңがん治療セミナー
in ܈അ

2�23.
�.�

Web開催

23 ။ᖒխथ ңがんの予防と早期発見 第2�回ࢢຽެ開講࠲ 2�23.
�.�
新 潟 ࢢ 演ޱ

2� ᤵ࡚　༟ ң؞オプδーボは一次治療を変え
たのかʁ　ʙ長期データとྟ床ܦ
から考えるʙݧ

オプδーボң؞ϫン
ϙイントWEBレΫ
チャー

2�23.
�.13

Web開催

2� Fukagawa Takeo, 
Ishigami Hironori, 
Kodera Yasuhiro, 
Omori Takeshi, 
Tsuji Yasushi, et al. 
（Yabusaki Hiroshi）

Gastrectomy after response to intra-
peritoneal chemotherapy for gastric 
cancer with peritoneal metastasis.

The 13th PSOGI Inter-
national Congress on 
Per i toneal  Surface 
Malignancies

2�23.
1�.�-�

Venice

2� Tsuji Yasuyuki, 
Ishigami Hironori, 
Omori Takeshi, 
Kodera Yasuhiro, 
Yabusaki Hiroshi, et al.

Combined intraperitoneal and syste-
mic chemotherapy for gastric cancer 
with peritoneal metastasis: 1�-year 
experience in Japan

The 13th PSOGI Inter-
national Congress on 
Per i toneal  Surface 
Malignancies

2�23.
1�.�-�

Venice

2� Ishigami Hironori, 
Omori Takeshi, 
Tsuji Yasushi, 
Shinohara Hisashi, 
Yabusaki Hiroshi, et al.

Combined intraperitoneal and syste-
mic chemotherapy as adjuvant or 
perioperative chemotherapy for 
patients with type � scirrhous gastric 
cancer without peritoneal metastasis: 
PHOENIX-GC2 trial

The 13th PSOGI Inter-
national Congress on 
Per i toneal  Surface 
Malignancies

2�23.
1�.�-�

Venice

2� ။ᖒխथ 側ң切除後のݐ࠶ ʵCircular
合を見そうʂʵ

第��回関౦ෲڸߢ下
ң切除研ڀ会

2�23.
1�.1�

౦ ژ  演ޱ

2� ，子，上ঘ人ܡསࡾ
ਔՊ৻一，重ݑ，
দԬ　，΄か
（ᤵ࡚　༟）

ң؞患者に対するニボルマブʴ化
ֶ療๏の有効性と安全性に関する
観察研ڀ（中間報告）

第�1回日ຊ؞治療ֶ
会ֶ術ू会

2�23.
1�.1�-21

ԣ  ࢢ 一ൠޱ演

3� Muto Manabu, 
Terashima Masanori, 
Kinoshita Takahiro, 
Yabusaki Hiroshi, 
Tokunaga Masanori, et al.

Feasibility of next generation sequen-
cing-based cancer gene panel analysis 
using formalin-f ixed,  paraff in-
embedded biopsies of gastric cancer

第�1回日ຊ؞治療ֶ
会ֶ術ू会

2�23.
1�.1�-21

ԣ  ࢢ Symposium

31 ။ᖒխथ，൪場生，
ᤵ࡚　༟，高野可ෝ，
野上　ਔ，΄か

ң؞に対するෲڸߢ下ң全ఠと
側ң切除の術後ӫ養状ଶのൺֱ

JDDW 2�23.
11.2-�

ਆ ށ ࢢ ϙスター

32 ᤵ࡚　༟ ң؞治療の࠷新動向と Clinical 
Practice

Lilly GC Web Confe-
rence

2�23.
11.22

Web開催

33 ᤵ࡚　༟ ྟ床ݧࢼから見たңֶू؞的治療
の変ભ

第�3回日ຊ消化ث病
ֶ会ߕ৴ӽ支部例会

2�23.
11.2�

新 潟 ࢢ シンϙδウム



�2 新潟がんセンター病医ࢽ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

3� Narita Yukiya, 
Komori Azusa, 
Hironaka Shuichi, 
Kawakami Hisato, 
Furuta Mitsuhiro, et al. 
（Yabusaki Hiroshi）

A prospective observational study 
of MSI screening in unresectable 
chemotherapy-naïve advanced gastric 
cancer/gastroesophageal junction 
cancer:WJOG1332�GPS

ESMO Asia 2�23.
12.1-3

Singapore

3� Do-Youn Oh, 
Yuxian Bai, 
Min-Hee Ryu, 
Jeeyun Lee, Jin Li, et al. 
（Yabusaki Hiroshi）

Pembrolizumab（Pembro）or Placebo
（Pbo）Plus Chemotherapy（Chemo）

for Advanced HER2-Negative Gastric/
Gastroesophageal Junction（G/GEJ）
Adenocarcinoma（KEYNOTE-���）: 
Asia Subgroup Analysis 

ESMO Asia 2�23.
12.1-3

Singapore

3� ။ᖒխथ，ᤵ࡚　༟，
੨　ਅ，ా進太，
൪場生，΄か

サーキュラーステープラーを用い
たࡥڱ・ྲྀٯ・๓合不全のないෲ
ң合下৯ಓڸߢ

第3�回日ຊ内視ڸ外
Պֶ会

2�23.
12.�-�

ԣ  ࢢ ϫーΫショッ
プ

3� ။ᖒխथ，ᤵ࡚　༟，
੨　ਅ，ా進太，
൪場生，΄か

Ҭがん中֩病院におけるϩボッ
ト支援下ң切除術の導入と短期成


第3�回日ຊ内視ڸ外
Պֶ会

2�23.
12.�-�

ԣ  ࢢ ϙスター

3� ా進太，။ᖒխथ，
ᤵ࡚　༟，੨　ਅ，
൪場生，΄か

空パウチを用いた側ң切除
後に生じたң؞に対してෲڸߢ
下手術を行った２例

第3�回日ຊ内視ڸ外
Պֶ会

2�23.
12.�-�

ԣ  ࢢ ϙスター

3� ຊ多通，ນ内སܙ，
။ᖒխथ，൪場生，
খ光一，΄か

ң切除後のෲߢ内感染の原因とな
る手ٕの同定ʵ多施設ケースコン
トϩール研ڀによる動画解ੳ研ڀ

第3�回日ຊ内視ڸ外
Պֶ会

2�23.
12.�-�

ԣ  ࢢ ϫーΫショッ
プ

ফԽث֎Պʢେʣ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 দຊӯ生，ؙ ，૱　ࢁ
知೦　ప，੨྄ฏ，
野上　ਔ，΄か
（୍Ҫެ߁）

当院におけるए年性大؞の検討 第��回大؞研ڀ会
ֶ術ू会

2�23.
1.2�

౦ ژ  演IIޱ

2 ，知೦　ప，૱　ࢁؙ
੨྄太，দຊӯ生，
野上　ਔ，΄か

大؞に対するϩボット支援下手
術の現状

第3回院内講演会 2�23.
1.31

オンライン
開催

3 ౡా能史，中野ຑܙ，
দຊӯ生，ࢁҪ大հ，
ాౡ陽հ，΄か
（୍Ҫެ߁）

基ૅ研ڀとྟ床からみた大؞の
がんήϊム解ੳ

第123回日ຊ外Պֶ
会定期ֶ術ू会

2�23.
�.2�

౦ ژ  サーδカル
フΥーラム
ハイブリッド
開催

� 大内　থ，ۚ 光ल，
，ޱ⅓，立　ቒࠤ
௩ຊढ़ี，΄か
（୍Ҫެ߁）

Stage II/III 大؞の sidedness が
予後に༩えるӨڹ:JCOG�2��，
JCOG����，JCOG��1�，JCOG1���
の統合解ੳ研ڀ（JCOG2��3A）

第123回日ຊ外Պֶ
会定期ֶ術ू会

2�23.
�.2�

౦ ژ  ϫーΫショップ
ハイブリッド
開催

� ，Ҫ大հ，ౡా能史ࢁ
দຊӯ生，Ѩ部　֜，
ాౡ陽հ，΄か
（୍Ҫެ߁）

下部؞の側方ྖҬస移症例に
おけるน外ඇ 連続性؞進展病の
ྟ床的意ٛ

第123回日ຊ外Պֶ
会定期ֶ術ू会

2�23.
�.2�

౦ ژ  デδタルϙス
ター
ハイブリッド
開催

� Ouchi Akira, 
Kanemitsu Yukihide, 
Sadachi Ryo, 
Hamaguchi Tetsuya, 
Tsukamoto Shunsuke, 
et al.（Takii Yasumasa）

Prognostic relevance of primary tumor 
sidedness in stage II/III colorectal 
cancer:An integrated analysis of 
JCOG�2��, JCOG����, JCOG��1�, 
and JCOG1���（JCOG2��3A）.

ASCO 2�23 2�23.
�.�

Chicago, 
IL, USA

ϙスター

� Hirose Toshiharu, 
Takashima Atsuo, 
Yamazaki Kentaro, 
Yukami Hiroki, 
Uetake Hiroyuki, et al. 
（Takii Yasumasa）

Tumor response as a predictor of 
survival in patients with RAS wild-type 
left-sided colorectal cancer administered 
molecularly targeted drugs as first-line 
therapy: a multicenter real-world 
observational study by the Japanese 
Society for Cancer of the Colon and 
Rectum

ESMO-GI 2�23 2�23.
�.2�

Barcelona, 
Spain

ϙスター
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ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

� ੨྄太，ؙ ，૱　ࢁ
知೦　ప，দຊӯ生，
野上　ਔ，΄か
（୍Ҫެ߁）

JCOG���� の適֨基準をຬたݧࢼ
さない cStageII, III 大؞に対する
ෲڸߢ手術の検討

第��回日ຊ消化ث外
Պֶ会総会

2�23.
�.12

വ ؗ ࢢ ハイブリッド
開催

� ，ਅ人ྠࡾ，૱　ࢁؙ
੨྄太，ా 中Ֆࡊ，
野上　ਔ，΄か

当院におけるϩボット支援下
切除の導入と今後の展望

第３回新潟下部消化
外Պ研ڀ会　

2�23.
�.3�

新 潟 ࢢ

1� Takamizawa Yasuyuki, 
Kataoka Kozo, 
Mizusawa Junki, 
Shimizu Yasuhiro, 
Inaba Yoshitaka, et al. 
（Takii Yasumasa）

The impact of surgical invasiveness 
on the efficacy of mFOLFOX� in 
resected colorectal liver metastasis: 
An exploratory analysis of JCOG���3

ESMO 2�23 2�23.
1�.2�

M a d r i d , 
Spain

ϙスター

11 ，ਅ人ྠࡾ，૱　ࢁؙ
੨྄太，ా中Ֆࡊ，
野上　ਔ，΄か

ϩボット支援下؞手術導入早
期の短期成

第3�回日ຊ内視ڸ外
Պֶ会ֶ術ू会

2�23.
12.�

ԣ  ࢢ

ফԽث֎Պʢ؊ᢄʣ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 高野可ෝ 手術部における新ܕコϩナウイル
ス感染症対策の取り組み

第��回県立がんセン
ター新潟病院ूஊ会

2�23.
3.�-31

新 潟 ࢢ 上開催ࢴ

2 安౻，ాࡔ　७，
野ଜୡ，高野可ෝ，
ୌ一ହ，΄か

જ在性೯؞の外Պ切除成　ॳ
回୯७೯ఠ出術後の؞Ҩ部Ґ
が予後に༩えるӨڹ

第123回日ຊ外Պֶ
会

2�23.
�.2�-2�

౦ ژ  ハイブリッド
開催

3 高野可ෝ，野ଜୡ，
൪場生，။ᖒխथ，
野上　ਔ，΄か

FOLFIRINOXにより組織ֶ的全
ޭが得られたBR-PVᢄ಄体部؞
の１例

第��回日ຊہ؞ॴ療
๏研ڀ会

2�23.
�.2
౦ ژ  演ޱ

� Takano Kabuto, 
Toge Koji, 
Nomura Tatsuya

A case of left hepatectomy for intra-
hepatic cholangiocarcinoma after 
pancreaticoduodenectomy for distal 
bile duct cancer

第3�回日ຊ؊ᢄ外
Պֶ会・ֶ術ू会

2�23.
�.3�

౦ ژ  ϙスター

� ᜊ౻ాࡔ，࣐　७，
野ଜୡ，高野可ෝ，
ୌ一ହ，΄か

ेೋ指ೕ಄部؞におけるࠜ治切
除術後࠶発　࠶発形ࣜ, ࠶発後の
予後因子, ࠶発治療

第��回日ຊ消化ث外
Պֶ会

2�23.
�.12-1�

വ ؗ ࢢ ハイブリッド
開催

� 安部　ॢ，ాࡔ　७，
ኍ༤己，野ଜୡ，
見ஐܙ，΄か

ඇೕ಄部ेೋ指؞におけるᢄ಄
ेೋ指切除術後࠶発の形ࣜとة
ڀ因子　多施設共同研ݥ

第��回日ຊ消化ث外
Պֶ会

2�23.
�.12-1�

വ ؗ ࢢ ハイブリッド
開催

� ኍ༤己，ాࡔ　७，
野ଜୡ，高野可ෝ，
ୌ一ହ，΄か

ಓ؞取ѻいن第７൛に基づい
たԕҐ؞の治療成の࠶評
価 ԕҐ؞におけるT分類の検
ূ layer-,depth-,or thickness-based 
approach

第��回日ຊ消化ث外
Պֶ会

2�23.
�.12-1�

വ ؗ ࢢ ハイブリッド
開催

� 高野可ෝ，野ଜୡ，
Ԙ࿏和

ूֶ的治療により組織ֶ的全
ޭが得られたBR-Aᢄ体ඌ部؞の１
例

第��回日ຊᢄଁֶ会
大会

2�23.
�.22

 Ԭ ࢢ ϙスター

� 高野可ෝ，野ଜୡ 当院におけるෲڸߢ下؊切除術の
現況

第2�回新潟؊ᢄ移
২研ڀ会

2�23.
�.2
新 潟 ࢢ 演ޱ

1� ኍ༤己，ాࡔ　७，
野ଜୡ，ಕ　߂治，
高野可ෝ，΄か

ԕҐ؞おけるリンパઅస移個
数が術後ԕִ成にٴ΅すӨڹ

第��回ಓֶ会 2�23.
�.1�-1�

ࡳ ຈ ࢢ

11 ಕ　߂治，高野可ෝ，
野ଜୡ，Ԙ࿏和

後期高齢者におけるԕҐ؞患
者の術લmCPSの意ٛ

第��回ಓֶ会 2�23.
�.1�-1�

ࡳ ຈ ࢢ

12 高野可ෝ，野ଜୡ，
൪場生，။ᖒխथ，
野上　ਔ，΄か

下؊切ڸߢに対しෲ؞๔ࡉࡉ
除を施行した１例

第3�回日ຊ内視ڸ外
Պֶ会総会

2�23.
12.�

ԣ  ࢢ ミニオーラル



�4 新潟がんセンター病医ࢽ

ೕથ֎Պ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ਆྛஐण子 DCISのඇ切除治療 第1�回DCIS研ڀ会 2�23.
3.1�

Web開催 特別講演

2 ৴ত౻ࠤ 県立がんセンター新潟病院に2�年
間ۈして

終講演会࠷ 2�23.
3.22

新 潟 ࢢ

3 明ੴ定子，ႌӬ༟子，
ҏ౻　߳，ਆྛஐण子，
ᖒ߁子

แׅ的ダイバーシティ推進へ, や
はりঁ性外Պ医は必ਢの推進力で
ある

第123回日ຊ外Պֶ
会定期ֶ術ू会

2�23.
�.2�

౦ ژ  サーδカル
フΥーラム

� Shien Tadahiko, 
Hara Fumikata,  
Aogi  Kenjiro,  
Yanagita Yasuhiro, 
Tsuneizumi Michiko, 
et al. 
（Kanbayashi Chizuko）

A randomized  con t ro l l ed  t r i a l 
comparing primary tumor resection 
plus systemic therapy with systemic 
therapy alone in metastatic breast 
cancer（PRIM-BC）: Japan Clinical 
Oncology Group study JCOG1�1�.

Asco annual meeting 
2�23

2�23.
�.2-�

Chicago , 
IL, USA

ϙスター

� Takahashi Yuko, 
Sasada Shinsuke, 
Kondo Naoto, 
Hashimoto Hiroya, 
Terata Kaori, et al.
（Kanbayashi Chizuko）

Prognos t ic  impact  o f  ad juvant 
endocrine therapy for  es trogen  
receptor-positive and HER2-negative 
T1a/bN�M� breast cancer.

Asco annual meeting 
2�23

2�23.
�.2-�

Chicago , 
I L ,  U S A

ϙスター

� 内ా　ང，成߳ࡊ,
খ഼ହ生，大࿏ຑາ子，
ॾ　和थ，΄か
（ਆྛஐण子）

ೕ؞術લ患者用パンフレット導入
による患者支援の取り組み

第31回日ຊೕֶ؞会
総会

2�23.
�.2�

ԣ  ࢢ ϙスター

� ཛྷຑ由子，内ेޒ  ా  ང，
ਆྛஐण子，ۚ 子࢘ߞ，
৴ত౻ࠤ

高齢者におけるೕ部分切除後の
Թ存ೕরࣹলུについての検討

第31回日ຊೕֶ؞会
ֶ術総会

2�23.
�.2�-�.1

ԣ  ࢢ 厳選ޱ演

� 内ా　ང，ۚ 子࢘ߞ，
，ཛྷຑ由子ेޒ
ਆྛஐण子ࠤ， ౻৴ত

当院におけるトリプルωΨティブ
ೕ؞の術લ化ֶ療๏の治療成と
ྟ床ܦաについての検討

第31回日ຊೕֶ؞会
ֶ術総会

2�23.
�.1
ԣ  ࢢ

� ਆྛஐण子 ඇਁ५性ೕ؞（DCIS）における
現状とඇ手術ઓུ

第1�回日ຊೕֶ؞会
関౦方会

2�23.
12.2

大 ٶ ࢢ シンϙδウム

1� Takahashi Yuko, 
Sasada Shinsuke, 
Kondo Naoto,  
Hashimoto Hiroya, 
Terata Kaori, et al. 
（Kanbayashi Chizuko）

The Prognostic Impact of Adjuvant 
Endocr ine  Therapy by Age for 
P a t i e n t s  w i t h  S m a l l  E s t r o g e n 
Receptor-Positive（ER+）, Human 
EpidermalGrowth Factor 2 Negative
（HER2-）Breast Cancer

SABCS 2�23 2�23.
12.�-�

San 
Antonio, 
TX, USA

ϙスター

11 Ishiba Toshiyuki, 
Nishibuchi Ikuno, 
Hara Fumitaka, 
Sasaki Keita,
Sadate Ryo, et al.
（Kanbayashi Chizuko）

A Randomized Controlled Trial of 
Metastasis-directed Therapy for 
Oligometastases in Breast Cancer 
OLIGAMI trial; JCOG211�

SABCS 2�23 2�23.
12.�-�

San 
Antonio, 
TX, USA

ϙスター

Պ֎ܗೈ෦जᙾɾࠎ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ，史，ി野؛ࢁ
༄ڮ和ਔ

後ෲບ分化ࢷܕजの治療成


第̒回日ຊサルコー
マ治療研ֶڀ会ֶ術
ू会

2�23.
2.2�-2�

ਆ ށ ࢢ

2 ി野史，؛ࢁ，
༄ڮ和ਔ

はどંࠎ病的ࠎࢶ࢛స移によるࠎ
のような背景で発生しているのか

第��回日ຊ整形外Պ
ֶ会ֶ術総会

2�23.
�.11-1�

ԣ  ࢢ

3 ി野史，؛ࢁ，
༄ڮ和ਔ，࡚ٶ༑，
ଜࢁ༤大，΄か

ೈ部जᙾ切除後のલ部から・ࠎ
手関અの機能ݐ࠶

第��回日ຊ整形外Պ
ֶ会ࠎ・ೈ部जᙾֶ
術ू会

2�23.
�.13-1�

౦ ژ 

� ി野史，؛ࢁ，
༄ڮ和ਔ，࡚ٶ༑，
ଜࢁ༤大，΄か

ೈ部जのస移手術における・ࠎ
予後予測因子と手術適応

第��回日ຊ整形外Պ
ֶ会ࠎ・ೈ部जᙾֶ
術ू会

2�23.
�.13-1�

౦ ژ 



第 �3 �第１߸（2�2　ר 年２݄） ��

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

� ，和ਔڮ，༄؛ࢁ
ി野史

ज患者の療状況についてࢷ 第��回日ຊ整形外Պ
ֶ会ࠎ・ೈ部जᙾֶ
術ू会

2�23.
�.13-1�

౦ ژ 

ਆܦ֎Պ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ӳ明ڮਸ਼ึ，高ेޒ ບ؞ज症にうਫ಄症の症状؇
和に長期間のࠊドレナーδ理
が有効であった２例

第１回जᙾ支持療
๏研ڀ会

2�23.
�.22

౦ ژ 

2 ӳ明ڮਸ਼ึ，高ेޒ స移性जᙾに対するSRT後12年
でఠ出術が必要となった発性೯
๔形成の１例

第�2回日ຊਆܦ外
Պֶ会総会

2�23.
1�.2�-2�

ԣ  ࢢ ハイブリッド
開催

3 高ڮӳ明，ेޒਸ਼ึ，
ۚ子࢘ߞ

ೕ؞のస移・ບ؞ज症理 第1�回日ຊೕֶ؞会
関౦方会

2�23.
12.2

大 ٶ ࢢ ҭ講演ڭ

� 高ڮӳ明，ेޒਸ਼ึ，
ۚ子࢘ߞ

ೕથ外Պ医のためのೕ؞స移・
ບ؞ज症理๏

Breast Cancer Web 
Seminar ʕHER2 陽
性・低発現ೕ؞と
స移を考えるʕ

2�23.
12.1�

๛ ڮ ࢢ 講演

಄ᰍ෦֎Պ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ా中྄子，大ୌߞฏ，
ֽจ，ԣࢁါี，
高ڮ߶史，΄か
（հܙ࡚ࢁ）

術લにPCE療๏を施行した಄ᰍ部
ፏฏ上ൽ؞の検討

第32回日ຊ಄ᰍ部外
Պֶ会総会ֶ術講演
会

2�23.
1.1�-2�

ۚ  ࢢ ハイブリッド
開催

2 大ୌߞฏ，ֽจ，
ଜ　ھ，ా中྄子

಄全ఠ患者の出血性気Ԍに対
する人ඓ（HMEシステム）の有
用性

第32回日ຊ಄ᰍ部外
Պֶ会総会ֶ術講演
会

2�23.
1.1�-2�

ۚ  ࢢ ハイブリッド
開催

3 正ಓོհ，ԣࢁါี，
高ڮ߶史，২༤志，
հ，΄かܙ࡚ࢁ

಄ᰍ部ࣹ์؞ઢ治療症例における
Һ಄カンδダ症ߢޱ

第12�回日ຊࣖඓҺ
Պ಄ᰍ部外Պֶ会
総会・ֶ術講演会

2�23.
�.1�-2�

 Ԭ ࢢ ハイブリッド
開催

� ২༤志，大ౡलհ，
ԣࢁါี，高ڮ߶史，
正ಓོհ，΄か
，ฏߞհ，大ୌܙ࡚ࢁ）
ా中྄子）

シスプラチン不಄ᰍ部ፏฏ上ൽ
に対するカルボプラチン毎ि؞
༩併用化ֶ์ࣹઢ治療　第II૬ࢼ
結果報告ݧ

第12�回日ຊࣖඓҺ
Պ಄ᰍ部外Պֶ会
総会・ֶ術講演会

2�23.
�.1�-2�

 Ԭ ࢢ ハイブリッド
開催

� 高ڮ߶史，ԣࢁါี，
正ಓོհ，২༤志，
հ，΄かܙ࡚ࢁ

؞಄・状થ全ఠをう下Һ಄ߕ
手術時の෭ߕ状થ自Ո移২におけ
るۙ外ઢ置の有用性について

第12�回日ຊࣖඓҺ
Պ಄ᰍ部外Պֶ会
総会・ֶ術講演会

2�23.
�.1�-2�

 Ԭ ࢢ ハイブリッド
開催

� ，ᖒ　উ，ڡॣ౻ࠤ
ୌᖒ子，今　明，
ສ༞子，΄かాࢁ
（հܙ࡚ࢁ）

��mTcMIBIシンチグラフィӄ性原
発性෭ߕ状થ機能ဏ進症の治療方
決定の為,選択的෭ߕ状થ੩຺サ
ンプリングを施行した3例の検討

第��回日ຊ内分ൻֶ
会

2�23.
�.1-3

名ݹࢢ ハイブリッド
開催

� 高ౢ　ಯ，大ୌߞฏ，
ా中྄子，ܙ࡚ࢁհ，
ງҪ　新

಄ᰍ部؞化ֶ療๏での シスプラチ
ン༩時における ショートハイド
レーション๏についての検討

第��回日ࣖඓ新潟県
方部会

2�23.
�.1�

新 潟 ࢢ

� ২༤志，大ౡलհ，
ඌވ　ৎ，ԣࢁါี，
高ڮ߶史，΄か
（հܙ࡚ࢁ）

に対するϖムブ؞発స移಄ᰍ部࠶
ϩリズマブの治療成　併用療๏
と୯剤療๏のൺֱ

第��回日ຊ಄ᰍ部؞
ֶ会総会・ֶ術講演
会

2�23.
�.1�-1�

大 ࡕ ࢢ

� ӹాफ，দඌඒԝ子，
ੁᖒ　正，ܙ࡚ࢁհ，
中ౡಪ，΄か

಄ᰍ部؞患者血ᕶexosome mRNA
ཏ的解ੳによるニボルマブの
治療効果予測因子の同定　BIO-
NEXT

第��回日ຊ಄ᰍ部؞
ֶ会総会・ֶ術講演
会

2�23.
�.1�-1�

大 ࡕ ࢢ

1� ，ؽᴡ౻༞，࢘ߊଜࢁ
加ೲཬ志，௩原ਗ਼জ，
Ֆᖒ๛行，΄か
（հܙ࡚ࢁ）

ଣӷથ導؞のྟ床解ੳ　ଣӷથ
導؞多施設共同研ڀ会からの報
告

第��回日ຊ಄ᰍ部؞
ֶ会総会・ֶ術講演
会

2�23.
�.1�-1�

大 ࡕ ࢢ



�� 新潟がんセンター病医ࢽ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

11 ඌވ　ৎ，ԣࢁါี，
高ڮ߶史，正ಓོհ，
২༤志，΄か
ా，հܙ࡚ࢁ） 中྄子）

಄ᰍ部ፏฏ上ൽ؞M1症例における
ॴ治療の役割ہ

第��回日ຊ಄ᰍ部؞
ֶ会総会・ֶ術講演
会

2�23.
�.1�-1�

大 ࡕ ࢢ

12 ，հ，ી束༸ฏܙ࡚ࢁ
২༤志，正ಓོհ，
高ڮ߶史，΄か

内側ᡯෲ動຺ઠ通ࢬൽห（MSAP
ൽห）を用いて಄・下Һ಄ݐ࠶
を行った�症例の検討

第��回日ຊ಄ᰍ部؞
ֶ会総会・ֶ術講演
会

2�23.
�.1�-1�

大 ࡕ ࢢ

13 大野༎थ，২༤志，
大ౡलհ，ඌވ　ৎ，
ԣࢁါี，΄か
（հܙ࡚ࢁ）

Nivolumab༩後໔Ӹ関連有害事
としての大動຺Ԍによるڳ部大
動຺ᚅഁ྾を生じた1例

第��回日ຊ಄ᰍ部؞
ֶ会総会・ֶ術講演
会

2�23.
�.1�-1�

大 ࡕ ࢢ

1� Otaki Kohei, 
Takahashi Takeshi, 
Yamazaki Keisuke, 
Ueki Yushi, 
Shodo Ryusuke, et al.

Chemoradiotherapy with 3-weekly 
CDDP �� mg/m2 for head and neck 
squamous cell carcinoma: �-Year 
survival data from a phase 2 study

The �th World Congre-
ss of the International 
Federation of Head 
and Neck Oncologic 
Societies

2�23.
�.21-2�

Rome

1� ా中྄子 ಄ᰍ部ፏฏ上ൽ؞に対する術લ化
ֶ療๏としてのPCE療๏

Head & Neck Expert 
Seminar in Niigata

2�23.
�.2�

新 潟 ࢢ

1� ా中྄子 ಄ᰍ部؞治療における PCE術લ化
ֶ療๏の役割

第21回新潟಄ᰍ部DIF
研ڀ会

2�23.
�.2
新 潟 ࢢ ハイブリッド

開催
1� ా中྄子 薬治療への移行タイミング の治療ઓུ؞状થߕ

を考える会in 新潟
2�23.

�.21
新 潟 ࢢ

1� հܙ࡚ࢁ 当院における಄ᰍ部がん治療の現
状と展望

಄ᰍ部؞ Expert 
meeting in Niigata

2�23.
1�.�

新 潟 ࢢ

1� ，ؽᴡ౻༞，࢘ߊଜࢁ
大հ，加ೲཬ志，
Ֆᖒ๛行，΄か
（հܙ࡚ࢁ）

ଣӷથ導؞のྟ床解ੳ　ଣӷથ
導؞多施設共同研ڀ会からの報
告

第��回日ຊଣӷથֶ
会総会ֶ術ू会

2�23.
11.2�

౦ ژ 

2� 加ೲཬ志，Ֆᖒ๛行，
௩原ਗ਼জ，大հ，
Ԭా࿕，΄か
（հܙ࡚ࢁ）

HER2低発現のଣӷથ導؞に対
するྟ床病ֶ的検討

第��回日ຊଣӷથֶ
会総会ֶ術ू会

2�23.
11.2�

౦ ژ 

21 ฏҪल明，ֿ 原ਅಸඒ，
内ւ由ࢁ，وຊળ，
Ֆᖒ๛行，΄か
（հܙ࡚ࢁ）

ଣӷથ導؞ではLAT1発現が߅
AR療๏の治療効果予測因子となり
得る

第��回日ຊଣӷથֶ
会総会ֶ術ू会

2�23.
11.2�

౦ ژ 

22 Ҫ上和成,　内ւ由و, 
 ,ຊળ,　ฏҪल明ࢁ
Ֆᖒ๛行,　΄か
（հܙ࡚ࢁ）

ଣӷથ導؞におけるp1�/CDKN2A
の予後因子としての意ٛ 多施設共同
研ڀ

第��回日ຊଣӷથֶ
会総会ֶ術ू会

2�23.
11.2�

౦ ژ 

23 Yamazaki Keisuke, 
Ueki Yushi, 
Takahashi Takeshi, 
Tanaka Ryoko, 
Ohtaki Kohei,et al. 
（Takashima Jun）

$ ¿rst case partiaO OaryngeaO reconstrX�
ction  with medial sural artery perfora-
tor Àap（MSAP）after extended parti-
al laryngectomy for post-irradiation 
re-currence of laryngeal cancer

The �th Conference of 
the Asian Society of 
Head & Neck Surgery 
joint meeting with the 
American Academy of 
Otolaryngology - Head 
and  Neck  Su rge ry 
FOUNDATION

2�23.
11.2�-2�

Bangkok

2� 大ୌߞฏ，ܙ࡚ࢁհ，
高ౢ　ಯ，ా中྄子

化ֶ์ࣹઢ療๏後に์ࣹઢ性յࢮ
を生じた中Һ಄؞の２例

第��回日ࣖඓ新潟県
方部会

2�23.
12.1�

新 潟 ࢢ

খࢥࣇय़ظɾ݂ӷजᙾՊ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ּ原༃史，今Ҫܘ，
野ଜୡ，下ٛথ，
中野و明，΄か
（ลًߒ，খ　३）

当院での長期フΥϩーアップ中に
発見されたہݶ性結અ性ա形成の
̒例

第２回新潟খࣇ悪性
जᙾ研ڀ会・ֶ術ू
会

2�23.
3.3
新 潟 ࢢ

2 ּ原༃史，今Ҫܘ，
野ଜୡ，下ٛথ，
中野و明，΄か
（ลًߒ，খ　३）

খࣇがん治療後の長期フΥϩー
アップ中に発見されたہݶ性結અ
性ա形成の̒例

第��回日ຊখࣇ血ӷ・
がんֶ会ֶ術ू会

2�23.
�.2�-1�.1

ࡳ ຈ ࢢ ハイブリッド
開催



第 �3 �第１߸（2�2　ר 年２݄） ��

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

3 中野و明，ּ 原༃史，
ลًߒ，খ　३

ਆܦժजにおけるॳ発症状および
அ日数の後方視的検討

第��回日ຊখࣇ血ӷ・
がんֶ会ֶ術ू会

2�23.
�.2�-1�.1

ࡳ ຈ ࢢ ハイブリッド
開催

� খ　३ AYA（adolescent and young adult）
世に発症するがんの特徴

第２回院内講演会 2�23.
1�.2�

新 潟 ࢢ

ൽෘՊ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ೭内ୢ オプδーボ・Ϡーボイ併用療๏で
のirAEマωδメントの実際

ඇখࡉ๔ഏ؞　
Collaboration WEBセ
ミナー

2�23.
2.2�

長 Ԭ ࢢ 講演

2 中ଜҍಸ，ยԬ和，
高௩७子，೭内ୢ

ൽෘ生検からஅに至ったകಟの
１例

日ຊൽෘՊֶ会新潟
方会第���回例会

2�23.
3.�

WEB

3 ೭内ୢ，中ଜҍಸ，
ยԬ和，高௩७子

৶悪性जᙾの手術ޱ 日ຊൽෘՊֶ会新潟
方会第���回例会

2�23.
3.�

WEB

� ೭内ୢ 進行期BRAF陽性メラϊーマの治
療選択　ʵエビデンスを۷り下げ
るʵ

Melanoma Area Con-
ference in ৴भ

2�23.
3.�

WEB 講演

� ೭内ୢ 方がんセンターにおけるൽෘ؞
療の取り組み

第2�回࡛ۄ難治性ൽ
ෘ࣬患ྟ床研ڀ会　

2�23.
�.�

さいたまࢢ 講演

� ೭内ୢ がん剤のൽෘ障害　ʵஅとマ߅
ωδメントの実際ʵ

ਆಸ県薬ֶ合同研
修会

2�23.
�.11

WEB 講演

� ೭内ୢ メラϊーマの術後補助療๏ Up-to-
Date ʵ患者目ઢでの治療選択ʵ

MSDメラϊーマセミ
ナー

2�23.
�.1�

WEB 講演

� ೭内ୢ，ยԬ和，
中ଜҍಸ，高௩७子

ൽෘ؞の早期制ޚに向けて　ʵ新
潟ൽෘܒ؞発キャンϖーンの検ূ
ʵ

第122回日ຊൽෘՊ
ֶ会総会

2�23.
�.1-�

ԣ  ࢢ ハイブリッド
開催

� ೭内ୢ メラϊーマの周術期補助療๏　ʵ
現在そしてະདྷʵ

第122回日ຊൽෘՊֶ
会総会

2�23.
�.1-�

ԣ  ࢢ ҭ講演ڭ
ハイブリッド
開催

1� উւᔨ࢘，ࢁฏ，
高௩७子，೭内ୢ

๔ࡉ࿙性角化症から生じた有ᑜࢷ
の１例؞

日ຊൽෘՊֶ会新潟
方会第�1�回例会

2�23.
�.2�

新 潟 ࢢ

11 ࢁฏ，উւᔨ࢘，
高௩७子，೭内ୢ

(ccrine syringo¿broadenomaの３例 日ຊൽෘՊֶ会新潟
方会第�1�回例会

2�23.
�.2�

新 潟 ࢢ

12 ೭内ୢ 剤によるൽෘ障害　ʵ多職種؞߅
連携によるマωδメントʵ

新潟ࢢ薬薬連携セミ
ナー

2�23.
�.2�

WEB 講演

13 ࢁฏ，উւᔨ࢘，
高௩७子，೭内ୢ

ݐ࠶৶悪性जᙾの切除後ޱ 第3�回日ຊൽෘ外Պ
ֶ会

2�23.
�.22-23

ࢢถཹٱ ハイブリッド
開催

1� ยԬ和，中ଜҍಸ，
高௩७子，೭内ୢ，
ਸ਼ึ，΄かेޒ
（高ڮӳ明）

ບ؞ज症をདྷした悪性ࠇ৭ज1�
例の解ੳ

第3�回日ຊൽෘ悪性
जᙾֶ会

2�23.
�.�-�

名ݹࢢ ハイブリッド
開催

1� উւᔨ࢘，ࢁฏ，
高௩७子，೭内ୢ，
দຊ߁உ

上ֺಎ࠶発とഏస移に対して定Ґ
์ࣹઢ治療を行った؟ᛐࢷથ؞の
１例

第3�回日ຊൽෘ悪性
जᙾֶ会

2�23.
�.�-�

名ݹࢢ ハイブリッド
開催

1� ೭内ୢ メラϊーマ術後補助療๏の実際
ʵΫリニカルΫエスチョンと意ࢥ
決定術ʵ

第3�回日ຊൽෘ悪性
जᙾֶ会

2�23.
�.�-�

名ݹࢢ 講演
ハイブリッド
開催

1� ਗ਼原，ࢁ，
ԣాݑೋ，ழ௺ོ史，
ౡ　૱，΄か
（೭内ୢ）

Stage III悪性ࠇ৭जに対するϖム
ブϩリズマブ術後補助療๏の第3
૬ݧࢼの日ຊ人ू団解ੳ　�年


第3�回日ຊൽෘ悪性
जᙾֶ会

2�23.
�.�-�

名ݹࢢ ハイブリッド
開催

1� ฒ݈ೋ，ҏ౦通，
٢周٢，ࠤ野ެೋ，
ఉ子，΄か
（೭内ୢ）

進行期BRAF陽性メラϊーマに対
する一次治療の多施設共同後Ζ向
き研ڀ（B-CHECK-RWD study）

第3�回日ຊൽෘ悪性
जᙾֶ会

2�23.
�.�-�

名ݹࢢ ハイブリッド
開催

1� ੪౻৾太，安ా正人，
ॹ方　大，大正७，
٢周ࠤ，΄か
（೭内ୢ）

悪性ثजᙾに対する化ֶ療๏
の有効性に関するࠃ内多施設共同
後向き研ڀ

第3�回日ຊൽෘ悪性
जᙾֶ会

2�23.
�.�-�

名ݹࢢ ハイブリッド
開催



�� 新潟がんセンター病医ࢽ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

2� ೭内ୢ ຊ当はこわいࢵ外ઢ ʙൽෘがんを
予防するためにʙ

第2�回ࢢຽެ開講࠲ 2�23.
�.�
新 潟 ࢢ

21 উւᔨ࢘，ࢁฏ，
高௩७子，೭内ୢ

৭ૉઢからの進行を認めたߕ௺
悪性ࠇ৭जの１例

日ຊൽෘՊֶ会新潟
方会第�11回例会

2�23.
�.1�

WEB

22 উւᔨ࢘，ࢁฏ，
高௩७子，೭内ୢ

悪性化をったࢷ࿙性角化症の５
例

第��回日ຊൽෘՊֶ
会౦部支部総会

2�23.
�.3�-1�.1

 Ԭ ࢢ ハイブリッド
開催

23 ೭内ୢ ൽෘ外Պ ザ・総　ʵ基ຊ手ٕと
手術に際しての心ߏえʵ

第��回日ຊൽෘՊֶ
会౦部支部総会

2�23.
�.3�-1�.1

 Ԭ ࢢ ҭ講演ڭ
ハイブリッド
開催

2� ೭内ୢ ඇࠇ৭जൽෘ؞ 第５回ൽෘオンコϩ
δーए手ҭ成セミ
ナー

2�23.
1�.1�-1�

ਆ ށ ࢢ ҭ講演ڭ

2� ࢁฏ，উւᔨ࢘，
高௩७子，೭内ୢ

ϖムブϩリズマブ༩中に߅
BP1��NC1�A߅体ӄ性のਫ᙮症を
発症した３例

第��回日ຊൽෘՊֶ
会中部支部総会

2�23.
1�.2�-2�

ژ  ࢢ ハイブリッド
開催

2� ೭内ୢ センチωルリンパઅస移例への対
応　ʵ生検はこれからも必要かʁ
ʵ

第��回日ຊൽෘՊֶ
会౦ژ支部総会

2�23.
11.1�-1�

౦ ژ  ҭ講演ڭ
ハイブリッド
開催

2� ೭内ୢ エビデンスから読み解く進行期
BRAF陽性メラϊーマ治療の࠷લ
ઢ

第��回日ຊൽෘՊֶ
会౦ژ支部総会

2�23.
11.1�-1�

౦ ژ  講演
ハイブリッド
開催

2� উւᔨ࢘，ࢁฏ，
高௩७子，೭内ୢ

多中心性に分した下ෲ部ೕ外
パδΣット病の１例

第��回日ຊൽෘՊֶ
会౦ژ支部総会

2�23.
11.1�-1�

౦ ژ  ハイブリッド
開催

2� ೭内ୢ 進行期BRAF陽性メラϊーマの薬
療๏ ʵエビデンスのੵと使用
からʵݧܦ

ビラフトビ・メΫト
ビ全ࠃWEBセミナー

2�23.
11.3�

WEB 講演

3� উւᔨ࢘，ࢁฏ，
高௩७子，೭内ୢ，
ཛྷຑ由子ेޒ

ೕྠのみに病変を認めたೕパ
δΣット病の１例

日ຊൽෘՊֶ会新潟
方会第�12回例会

2�23.
12.2

新 潟 ࢢ

31 ࢁฏ，উւᔨ࢘，
高௩७子，೭内ୢ，
ਆྛஐण子

Alopecia neoplasticaを生じたೕ؞の
1例

日ຊൽෘՊֶ会新潟
方会第�12回例会

2�23.
12.2

新 潟 ࢢ

32 ೭内ୢ ೪ບメラϊーマに対する薬療๏
の現状と課題

Mucosal Melanoma 
Conference

2�23.
12.11

WEB 講演

33 ೭内ୢ ൽෘがんを早く見つけたいʂ ʵܒ
発キャンϖーンの検ূʵ

ඌࡾ会 2�23.
12.12

WEB 講演

3� ೭内ୢ オプδーボ・Ϡーボイ併用療๏で
のirAEマωδメントの実際

I-O Combination 
Therapy Expert 
Lecture

2�23.
12.1�

WEB 講演

ൻثՊ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ੴথ子，ࡈ౻ढ़߂，
ᬑ和ത，খྛ和ത，
୩ढ़و，΄か

尿ಓ的ϗルミウムレーザーલ立ܦ
થ֩出術（HoLEP）で検出された
લ立થ؞の長期予後
Long-term prognosis of prostate 
cancer patients diagnosed by holmium 
laser enucleation of the prostate
（HoLEP）

第11�回日ຊൻ尿ث
Պֶ会総会

2�23.
�.22

ਆ ށ ࢢ

2 ，߂ढ़౻ࡈ，༟ࢁ
ੴথ子，খྛ和ത，
୩ढ़و，΄か

新潟県立がんセンターにおける
去߅性લ立થ؞に対する
カバδタキセルの使用ݧܦ

第��回日ຊൻ尿ثՊ
ֶ会౦部総会

2�23.
1�.�

ࡳ ຈ ࢢ 一ൠޱ演

්ਓՊ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ୩༸ฏ，٠　࿕，
ాଜ　྄，ޱࢁխ，
৳ಓ

්人Պがんに対する໔ӸチΣッΫ
ϙイント્害薬の現況

新潟්࢈ࢢ人Պ医会
令和４年度ֶ術講演
会

2�23.
3.11

新 潟 ࢢ



第 �3 �第１߸（2�2　ר 年２݄） ��

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

2 ৳ಓ，۳୩ण，
ాଜ　྄，ޱࢁխ，
٠　࿕

当院におけるPARP્害薬を使用
したҡ持療๏のݧܦについて

Ovarian Cancer Forum 
in Niigata

2�23.
�.21

新 潟 ࢢ

3 ৳ಓ，۳୩ण，
ాଜ　྄，ޱࢁխ，
٠　࿕

ཛ؞・ཛ؞・ෲບ؞に対して
当院で施行したオラパリブʴベバ
シズマブによるҡ持療๏の検討

第1��回新潟࢈Պ්
人Պूஊ会

2�23.
�.1�

新 潟 ࢢ

� ۳୩ण，٠　࿕，
ాଜ　྄，ޱࢁխ，
৳ಓ，΄か
（࡚　ོ）

p�3変ҟ子ٶ体部類内ບ؞症例の
ྟ床病理ֶ的検討　分子Ҩֶ的
分類導入にむけて

第��回新潟࢈Պ්人
Պ手術・内視ڸ下手
術研ڀ会

2�23.
�.1
新 潟 ࢢ

� ৳ಓ，୩༸ฏ，
ాଜ　྄，ޱࢁխ，
٠　࿕

ཛ؞・ཛ؞・ෲບ؞に対して
当院で施行したオラパリブʴベバ
シズマブによるҡ持療๏の検討

第��回日ຊ්人Պज
ᙾֶ会ֶ術講演会

2�23.
�.1�-1�

দ ߐ ࢢ ϙスター

� ৳ಓ ཛ؞の治療について 日ຊ病院薬剤師会関
౦ブϩッΫ第�3回ֶ
術大会

2�23.
�.2�-2�

新 潟 ࢢ ランチョンセ
ミナー

� խޱࢁ 人৷中ઈをؚむ周࢈期ࣦに
おける心のケアについて

令和５年度第１回新
潟県්࢈人Պ医会研
修会

2�23.
�.23

上 ӽ ࢢ ҭ講演ڭ

� ，۳୩ण，խޱࢁ
ాଜ　྄，৳ಓ，
٠　࿕

PARP્害薬༩طԟを有するプ
ラチナ感受性࠶発ཛ؞症例の治
療に関する後方視的検討

第1��回新潟࢈Պ්
人Պूஊ会

2�23.
1�.22

新 潟 ࢢ

� ాଜ　྄ レンバチニブとϖムブϩリズマブ
併用療๏中に下ཀྵや発で理に
難ौした症例からの考察

Gynecologic Oncology 
Seminar in Niigata

2�23.
1�.2�

新 潟 ࢢ

1� ，۳୩ण，խޱࢁ
ాଜ　྄，৳ಓ，
٠　࿕

当Պのཛ؞Ҩ子検ࠪの現状 新潟ཛ؞カンファ
レンス

2�23.
11.22

新 潟 ࢢ

11 ాଜ　྄，۳୩ण，
，৳ಓ，խޱࢁ
٠　࿕

がんҨ子検ࠪが治療選択に有効
であった難治性ཛፏฏ上ൽ؞の
２例

R�年新潟大්ֶ࢈人
Պ同窓会ूஊ会

2�23.
12.1�

新 潟 ࢢ

ϦϋϏϦςʔγϣϯՊ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 高߁ڮ がん予防のための運動श慣 第2�回ࢢຽެ開講࠲ 2�23.
�.�
新 潟 ࢢ

์ࣹઢஅՊ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ，ڐ　，ઘݹ
，ඒՂ，大Ҫത೭ాࢁ
ຑ୩ඒಸ，΄か

ഏ野すりΨラス結અ（GGN/SSN）
出現に関する検討

第3�回日ຊCT検ֶ
会ֶ術ू会

2�23.
2.1�

۽ ຊ ࢢ ハイブリッド
開催

์ࣹઢྍ࣏Պ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ా中研հ，ۚຊܙ࠼
҂จ，দຊ߁உ

์ࣹઢ治療中に新ܕコϩナウイル
ス感染陽性となった症例に対する
対応

第��回県立がんセン
ター新潟病院ूஊ会

2�23.
3.�-31

上開催ࢴ

2 ҂จ ルタテラはじめました 第４回์ࣹ性同Ґݩ
ૉ内用療๏セミナー

2�23.
3.2�

౦ ژ  ハイブリッド
開催

3 ా中研հ，ۚ ຊܙ࠼，
҂จ，দຊ߁உ

Synchronyを用いた体װ部定Ґ์ࣹ
ઢ治療のॳ期ݧܦ

Tomotherapy 
Exchange Forum 2�23

2�23.
�.2
౦ ژ  ハイブリッド

開催
� ҂จ，ా 中研հ，
ۚຊܙ࠼，দຊ߁உ，
ਢӬོ

当院์ࣹઢ治療Պにおける方薬
のར用状況と意ٛ

第2�回日ຊ౦༸医ֶ
会関౦ߕ৴ӽ支部新
潟県部会総会・講演
会　　

2�23.
�.3
Ѩլ野ࢢ



1�� 新潟がんセンター病医ࢽ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

� Doi Yoshiko, 
Nagata Yasushi, 
Matsumoto Yasuo, 
Numata Kazushi, 
Sasaki Ryu, et al.

Multicenter retrospective study of 
Stereotactic body radiotherapy for 
patients with previously untreated 
initial small hepatocellular carcinoma

ASTRO 2�23.
1�.1-�

San 
Diego, 
CA USA

Poster

� Ayukawa Fumio, 
Tanaka Kensuke, 
Kanemoto Ayae, 
Matsumoto Yasuo,
Ishikawa Shoko, et al.

The sXbMectiYe efficacy of TraditionaO 
Japanese Herbal Medicine Ryutan-
shakanto for lower urinary tract 
symptoms during or after definitive 
radiotherapy for prostate cancer

第�1回日ຊ؞治療ֶ
会ֶ術大会

2�23.
1�.1�-21

ԣ  ࢢ eϙスター

� খوࢁٶ史，ᜊ౻正ӳ，
，உ߁名展子，দຊࢁ
ӫ　一，΄かࢁ

調ࠪࠃ急์ࣹઢ治療に関する全ۓ 日ຊ์ࣹઢजᙾֶ会
第3�回ֶ術大会

2�23.
11.3�-12.2

ԣ  ࢢ

� দຊ߁உ 体װ部定Ґ์ࣹઢ治療後の意し
たい画૾変化

第２回ԭೄ県高ਫ਼度
์ࣹઢ治療研ڀ会

2�23.
12.1�

ಹ  ࢢ 講演

ຑਲՊ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ौߐஐӫ子 方治療によりྑ性ңϙリープの
消ࣦを認めた１例

第2�回日ຊ౦༸医ֶ
会関౦ߕ৴ӽ支部新
潟県部会

2�23.
�.3

Web開催

පཧஅՊɼපཧ෦

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ઘాՂॹཬ 身ۙにある「߳害」 第��回県立がんセン
ター新潟病院ूஊ会

2�23.
3.�-31

新 潟 ࢢ 上開催ࢴ

2 ࡚　ོ，΄か ਛᚨ・尿ચড়ࡉ๔はそんなに
くはないʂ

第��回日ຊྟ床ࡉ๔
ֶ会（य़期大会）

2�23.
�.�-11

名ݹࢢ 会長企画

3 ༄原優߳ 尿ࡉ๔におけるࢲのみ 第��回日ຊྟ床ࡉ๔
ֶ会総会（य़期大会）

2�23.
�.�-11

名ݹࢢ ϫーΫショップ

� ൞上ެ子 がんήϊム医療連携病院の取り組
みと病理組織標ຊ作のཹ意点

第3�回染৭体Ҩ子
検ࠪ基ૅٕ術セミ
ナー

2�23.
�.1�

Web開催 講演

� ൞上ެ子 ʙやってみてわかったʂʙ ഏがん
Ҩ子検ࠪ院内導入のすʍめ

AmoyDx®ഏ ؞ マ ル
チҨ子PCRパωル
Webセミナー

2�23.
�.2�

Web開催 講演

� ༄原優߳ ๔の症例（症ࡉܕҬのҟྖثٵݺ
例1　ਁ५性೪ӷ性થ؞）

令和５年度ࡉ๔研
修会

2�23.
�.2
新 潟 ࢢ 演ޱ

� ൞上ެ子 がんҨ子パωル検ࠪにおける検
ٕࠪ師の関わり

令和５年度日ຊ支
部研修会第̕回病理
๔部研修会ࡉ

2�23.
�.11-1�.2�

オンデマンド 講演

� ࡚　ོ 方のがんセンターにおけるがん
ήϊム医療

2�23年多点メディ
カルカンファレンス
（第13回）

2�23.
�.2�

Web開催 演ޱ

� ൞上ެ子 実践セミナー　マニュアルダイセ
Ϋションについて

第３回 Lung Cancer 
Pathological Quality 
Control Seminar

2�23.
1�.2�

新 潟 ࢢ 講演

1� ，ॱ子רݭ，由ඒ౻ࠤ
൞上ެ子，ᜊ౻ඒࠫل，
ాඒل，΄か

当院におけるң؞CY定の実際 第�2回日ຊྟ床ࡉ๔
ֶ会ळ期大会

2�23.
11.�-�

 Ԭ ࢢ シンϙδウム

11 ൞上ެ子 病理検ࠪに関わるҨ子検ࠪの実
際

令和５年度日ྟٕ
भ支部ଔ後ڭҭ研修
会「第̔回染৭体Ҩ
子部研修会」

2�23.
12.�

Web開催 講演



第 �3 �第１߸（2�2　ר 年２݄） 1�1

ྟচֶՊ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 　力ԝ，২༎太，
，今Ҫ大ஐ，ر実ڮ∁
中野ܙհ，΄か

High-Flow-Therapyによる気ಓΫリ
アランスվળのܦա　内視ڸ画૾
からったこと

第̔回日ຊٵݺケア・
リハビリテーションֶ
会 ৴ӽ支部ֶ術ूߕ
会

2�23.
�.1
長 野 ࢢ ハイブリッド

開催

2 　力ԝ 「ϫーΫショップ：病棟でのૠ
患者ʂその時の対応はʁ」ᶆྟ床
の視点からֶٕ࢜

第32回新潟ٵݺケア
セミナー

2�23.
�.�
新 潟 ࢢ Web配৴

3 　力ԝ，中野ܙհ，
২༎太，今Ҫ大ஐ，
ా中྄子，΄か

High-Flow-Therapyによる気ಓΫリ
アランスվળのܦա　内視ڸ画૾
から加࣪の重要性を確認する

第33回日ຊٵݺケア・
リハビリテーションֶ
会ֶ術ू会

2�23.
12.1-2

ઋ  ࢢ

� ২༎太，　力ԝ，
，ر実ڮ∁，時ԝ౻ࠤ
今Ҫ大ஐ，΄か

長期人ثٵݺ着患者を通して
見えた当院の課題

第32回新潟ٵݺ療๏
研ڀ会

2�23.
12.�

新 潟 ࢢ

தԝ์ࣹઢ෦

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ۙ౻ୡ，ക津　Ѫ，
ۙ౻世ൣࠤ， ౻　ॆ，
ۚ　ษ，΄か

಄部CTのҐ置決め画૾を用いたਂ
ֶशによる体重推定

医用画૾情報ֶ会令
和４年度य़ق（第1��
回）大会

2�23.
2.11

名ݹࢢ ハイブリッド
開催

2 ล੩，ੴच明，
末和थ，খྛཛྷ志ٱ

全身拡ࢄ強調画૾における૾ࡱ
件の検討

第��回県立がんセン
ター新潟病院ूஊ会

2�23.
3.�-31

上開催ࢴ

3 ๋　ढ़和 新潟県立がんセンター新潟病院　
施設հ

2�23年度医ֶ理
ミーティング

2�23.
�.1�

Web開催 モニタ発表

� 長　和߂ 当院のProne Biopsy Systemについ
て

第22回ౡ県ೕથ画
૾研ڀ会

2�23.
�.2

Web開催 モニタ発表

� 長　和߂ Dual Energy CTを用いたೕ؞リン
パઅస移のカラーマップ表示の検
討

第3�回日ຊ療์ࣹ
ઢٕ師ֶ術大会

2�23.
�.3�

۽ ຊ ࢢ ハイブリッド
開催

� ๋　ढ़和 特घ์ࣹઢ治療部会　部会報告 ʵ
TomoThrapy൝ʵ

第̒回์ࣹઢ治療
あすなΖ会総合ֶ
術セミナー

2�23.
1�.1�

ઋ  ࢢ

� খߊ߂ 新潟県立がんセンター新潟病院に
おける์ࣹઢٕ術の変ભ

令和５年がんڌ点病
院์ࣹઢ治療研修会

2�23.
1�.2�

オンライン
開催

� 長　和߂ 「あなたの施設のϙδショニング
ٕ術，どのようにڭҭしています
かʁ」

第13回౦์ࣹઢ医
療ٕ術ֶ術大会

2�23.
11.3

ࢁ 形 ࢢ ハイブリッド
開催

� 長　和߂ உ性ٕ師によるマンモグラフィの
取組みについて

第3�回ઋೕࡱӨ
研ڀ会

2�23.
11.11

Web開催 モニタ発表

1� 長　和߂ Dual Energy CTを用いたೕ؞リン
パઅస移のカラーマップの有効性
の検討

第33回日ຊೕ؞検
ֶ会

2�23.
11.2�

 Ԭ ࢢ

11 ੴच明 ೕMRIについて 第1�回新潟マンモグ
ラフィ研修会

2�23.
12.1�

新 潟 ࢢ

ྟচࠪݕ෦

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ాඒل，原　大थ，
൞上ެ子，ؠྑ太，
ୡ，΄かޱר

新ܕコϩナウイルス感検ࠪ体制と
実

第��回県立がんセン
ター新潟病院ूஊ会

2�23.
3.�-31

新 潟 ࢢ 上開催ࢴ



1�2 新潟がんセンター病医ࢽ

ใௐࠪ෦

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ཬॹڮ∁ ଂ書理 第��回新潟県病院図
書室協会オンライン
研修会

2�23.12.1�-
2�2�.1.1�

Web開催

2 ཬॹڮ∁ コϩナՒの患者図書サービス 第��回県立がんセン
ター新潟病院ूஊ会

2�23.
3.�-31

上開催ࢴ

αϙʔτηϯλʔऀױ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 Ҫஐ理 患者サϙートセンターにおける
AYA世への支援について

第２回院内講演会 2�23.
1�.2�

؇έΞηϯλʔ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 長༲子 がん患者の社会生活を支えるʵ支
援の必要性と患者のニーズʵ

第７回がん看護研ڀ
会ֶ術ू会

2�23.
11.11

Web開催

͕ΜήϊϜҩྍηϯλʔ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 رѥࡾ AYA世におけるೕがん患者の現
状と課題

第２回院内講演会 2�23.
1�.2�

෦ޢ

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ，ࠤ子ౢٶ ，間ஐඒٱ
，ࠤહ߳織ࡾ ౻༟子，
ٱ࢘ඒ子，΄か

Ҩ担当看護師の取り組みと今後
の課題

第3�回日ຊがん看護
ֶ会

2�23.
2.2�-2�

ԣ  ࢢ ハイブリッド
開催

2 ീ഼و子 コϩナՒにおける手術室の手術患
者受け入れ体制の取り組みと今後
の課題

第��回県立がんセン
ター新潟病院ूஊ会

2�23.
3.�-31

上開催ࢴ

3 　༟子，高ڮ正，
࡚ӵ子，長୩ѥر

�病棟　新ܕコϩナウイルス感
染症患者の受け入れ状況の報告と
課題

第��回県立がんセン
ター新潟病院ूஊ会

2�23.
3.�-31

上開催ࢴ

� খࢁ和子，高野可ෝ ؊ᢄྖҬ手術におけるSSIサー
ベイランス開࢝後3年間の取組み

第3�回日ຊ環境感染
ֶ会総会・ֶ術ू会

2�23.
�.2�-22

ԣ  ࢢ ハイブリッド
開催

� ദ༦߳ 外དྷにおける؇和ケア提供体制の
ஙとがん看護ઐ外དྷの役割ߏ

第�1回日ຊ؞治療ֶ
会ֶ術ू会

2�23.
1�.1�-21

ԣ  ࢢ シンϙδウム

� 後౻加ಸ子 内用療๏を受ける患者の看護 令和５年度がんڌ点
病院์ࣹઢ治療研修
会

2�23.
1�.2�

オンライン
開催

ༀࡎ෦

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 ٢野ਅथ 薬剤師目ઢで考えるഏがん薬治
療

ֶ۠術講演会ࠤ 2�23.
1.2�

Web開催 講演

2 ٢野ਅथ ICIマωδメントのOverview　ʙ
Meet the Bridge Contentsʙ

日ຊྟ床जᙾ薬ֶ会
໔ӸチΣッΫϙイント
્害薬マωδメントڭ
ҭプϩグラムh Bridgeʱ
ʙҬ連携の基൫を
つくる薬剤師のため
のICIマωδメントセミ
ナー2�23ʙ

2�23.
2.12

Web開催 講演



第 �3 �第１߸（2�2　ר 年２݄） 1�3

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

3 ٢野ਅथ ໔ӸチΣッΫϙイント્害薬と໔
Ӹ関連有害事 ʙ情報の整理整
とUpdateʙ

ౡ薬剤師安全性ࣇࣛ
セミナー

2�23.
2.1�

Web開催 講演

� ా千明 がん剤の薬サϙートと෭߅ޱܦ
作用対策

新潟ࢢ薬剤師会ֶ術
講演会

2�23.
2.1�

新 潟 ࢢ 講演

� ٢野ਅथ Check point of irAE management
ʙ基ૅから実践までʙ

がん໔Ӹ療๏セミ
ナー

2�23.
2.1�

Web開催 講演

� ٢野ਅथ 薬剤師目ઢで考えるഏがん薬治
療

第11回県ೆ・県が
んઐ認定薬剤師セ
ミナー

2�23.
2.22

Web開催 講演

� ٢野ਅथ Update of irAE management 日ຊྟ床जᙾ薬ֶ会
ֶ術大会2�23

2�23.
3.�
名ݹࢢ シンϙδウム

� 上ాਂ理，٢野ਅथ，
大ฏथ，ඉޱஐܙ，
উࢁཬՂ，΄か

大がんベバシズマブ併用化ֶ療
๏におけるൽ下ຒܕ中心੩຺
ϙートཹ置後合併症とD-dimerと
の関連性

第��回県立がんセン
ター新潟病院ूஊ会

2�23.
3.�-31

新 潟 ࢢ 上開催ࢴ

� ٢野ਅथ がれ! irAEマωδメント ʙ点から
ઢ, ઢから面, 面から（ڀ）ٿへʙ

irAE Team Building 
Seminar at Cancer 
Center

2�23.
3.2�

Web開催 講演

1� 上ాਂ理，٢野ਅथ，
ඉޱஐܙ，大ฏथ，
か΄，ᢁ明ڇ

大がんベバシズマブ併用化ֶ療
๏におけるൽ下ຒܕ中心੩຺
ϙートཹ置後合併症とD-dimerと
の関連性

日ຊ病院薬剤師会関
౦ブϩッΫ第�3回ֶ
術大会

2�23.
�.2�-2�

新 潟 ࢢ ϙスター

11 大ฏथ，٢野ਅथ，
ඉޱஐܙ，上ాਂ理，
か΄，ᢁ明ڇ

シスプラチン・ショートハイド
レーション๏適用症例の急性ਛ障
害に対する新たなモニタリング指
標の୳ࡧ

日ຊ病院薬剤師会関
౦ブϩッΫ第�3回ֶ
術大会

2�23.
�.2�-2�

新 潟 ࢢ ϙスター

12 ඉޱஐ٢，ܙ野ਅथ，
΄か

大がん血新生્害薬併用化ֶ
療๏適用症例におけるന尿発現
とਛ機能の関連性

ֶ۠術講演会ࠤ 2�23.
1�.�

Web開催 講演

13 ඉޱஐ٢，ܙ野ਅथ，
，大ฏथ，ᢁ明ڇ
々ಸึ，΄かࠤ

ഏがんෳ合໔Ӹ療๏適用症例にお
けるલ༩ステϩイドがコルチ
κールに༩えるӨڹ

第33回日ຊ医療薬ֶ
会年会

2�23.
11.3-�

ઋ  ࢢ ϙスター

ӫཆ課

ᶺ 名　　　ࢯ 題　　　名 ֶ会・ू会名 年݄日 場　ॴ 備　考

1 長ڮ　 がんリスΫを上げないための৯生
活ʙՊֶ的ࠜڌに基づいたがん予
防ʙ

第2�回ࢢຽެ開講࠲ 2�23.
�.�
新 潟 ࢢ 講演




